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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】絆創膏等の除去可能被覆および相互作用パッケ
ージングを提供する。
【解決手段】対象物のための除去可能被覆１００１は、
対象物１００３に接着される、接着区画１００５、１０
０６（例えば、接着層を介して、対象物の受容表面１０
０２に接着される）と、対象物に接着されない、遊離区
画１００４、１００７、１００８とを含む。除去可能被
覆は、除去可能被覆への力の印加によって、対象物から
の接着区画の少なくとも部分除去を可能にするために十
分に可撓性である。除去可能被覆は、対象物からの被覆
の除去に対する抵抗が、除去可能被覆と対象物との間の
異なる取着区域において変動するように、対象物に接着
される。抵抗変動は、例えば、タブ、ループ、折目、可
変強度接着性細片、テクスチャ、および／または剥離コ
ーティングを採用することによって、達成されてもよい
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象物と、
　除去可能被覆と
　を備えたシステムであって、
　前記除去可能被覆は、
　　前記対象物に接着されている第１の接着区画と、
　　前記第１の接着区画と統合された第１の相互係止延在区画と、
　　前記対象物に接着されている第２の接着区画と、
　　前記第２の接着区画と統合された第２の相互係止延在区画と
　を含み、
　前記第１の相互係止延在区画および前記第２の相互係止延在区画は、前記対象物を表面
に貼付する前に、前記対象物に事前張力を付与するための特徴を含む、システム。
【請求項２】
　前記特徴は、相補的な相互係止切り欠きを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記対象物は、第１の端部区画と第２の端部区画と中心ブリッジとを含む、請求項１に
記載のシステム。
【請求項４】
　前記除去可能被覆は、
　前記対象物に接着されていない前記対象物の中心の最近傍における前記第１の接着区画
の端部と、
　前記対象物に接着されていない前記対象物の中心の最近傍における前記第２の接着区画
の端部と
　を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記第１の接着区画は、前記対象物の中心の最近傍における前記第１の接着区画の端部
上に第１のタブを含み、
　前記第２の接着区画は、前記対象物に接着されていない前記対象物の中心の最近傍にお
ける前記第２の接着区画の端部上に第２のタブを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記第１の相互係止延在区画と前記第２の相互係止延在区画とが相互係止されていると
き、前記第１の接着区画および前記第２の接着区画は、前記対象物の中心区域から引き離
される、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記第１の相互係止延在区画と前記第２の相互係止延在区画とが相互係止されていると
き、前記第１の接着区画および前記第２の接着区画は、前記対象物の中心区域の相互係止
する前に露出されていたよりも大きい区画を露出する、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記対象物は、
　第１の端部区画と、
　前記第１の接着区画を前記第１の端部区画に接着する第１の接着層と、
　第２の端部区画と、
　前記第２の接着区画を前記第２の端部区画に接着する第２の接着層と、
　中心ブリッジと
　を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記対象物を表面に貼付することと、前記第１の相互係止延在区画と前記第２の相互係
止延在区画との相互係止を解放することとの後、前記中心ブリッジは、前記表面にわたっ
て張力を提供する、請求項８に記載のシステム。
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【請求項１０】
　前記除去可能被覆を前記対象物から除去するために要求される力は、前記除去可能被覆
と前記対象物との間の異なる取着区域において変動する、請求項１～９のいずれかに記載
のシステム。
【請求項１１】
　前記除去可能被覆を前記対象物から除去するために要求される力は、除去経路に沿う最
後から２番目の取着区域において最大である、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記除去可能被覆は、前記対象物からの前記除去可能被覆の除去に対する抵抗が前記除
去可能被覆と前記対象物との間の異なる取着区域において変動するように、前記対象物に
接着されている、請求項１～９のいずれかに記載のシステム。
【請求項１３】
　前記除去可能被覆は、前記対象物からの前記除去可能被覆の除去に対する抵抗が除去経
路に沿う最後から２番目の取着区域において最大であるように、前記対象物に接着されて
いる、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記第１の接着区画は、前記対象物からの除去に対する前記除去可能被覆の抵抗が変動
するように、前記対象物に面する可変テクスチャの表面を有する、請求項１～９のいずれ
かに記載のシステム。
【請求項１５】
　前記第１の接着区画は、前記対象物からの除去に対する前記除去可能被覆の抵抗が変動
するように、前記対象物に面する、可変剥離コーティングを備える表面を有する、請求項
１～９のいずれかに記載のシステム。
【請求項１６】
　前記除去可能被覆は、前記対象物ほど弾性ではない、請求項１～９のいずれかに記載の
システム。
【請求項１７】
　前記除去可能被覆の厚さは、前記対象物からの除去に対する前記除去可能被覆の抵抗が
変動するように、前記対象物の表面に沿って変動する、請求項１～９のいずれかに記載の
システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本国際出願は、米国特許出願第６１／５４９，３１７号、ａ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｖｅ　
Ｃｏｖｅｒｉｎｇ　ｆｏｒ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ　Ｂａｃｋｅｄ　Ａｒｔｉｃｌｅｓ　ａｎ
ｄ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｏｆ　Ａｐｐｌｙｉｎｇ　ｔｈｅ　Ｓａｍｅ（出願日２０１１年１
０月２０日）、米国特許出願第６１／５６１，５２２号、ａ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｖｅ　Ｐ
ａｃｋａｇｉｎｇ　ｆｏｒ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ　Ｂａｃｋｅｄ　Ａｒｔｉｃｌｅｓ（出願
日２０１１年１１月１８日），米国特許出願第６１／６５４，７４８号、ａ　Ｒｅｍｏｖ
ａｂｌｅ　Ｃｏｖｅｒｉｎｇ　ａｎｄ　Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ　Ｐａｃｋａｇｉｎｇ　
（出願日２０１２年６月１日）の利益を主張するものであり、これらの出願のそれぞれは
、全内容が参照により本明細書中に援用される。
【０００２】
　本発明は、ヒト身体を含む、別の対象物を覆って載置され、少なくとも一時的に、接着
剤を介して、そこに接着される、保護層（例えば、絆創膏、薄膜、シート、テープ）の分
野に関する。
【背景技術】
【０００３】
　製造、建築、医療、および他の分野では、損傷または外傷、暴露（例えば、空気への（
酸化を防止するため））、汚染（例えば、病原体または手によって感染する汚染物質によ
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って）、または過早相互作用（例えば、意図されない対象物への接着または望ましくない
整合を伴う）を防止するために、対象物の表面上に保護障壁を提供することが必須要件で
ある。加えて、保護障壁は、２つの表面間の界面を整合、固定、接着、または別様に制御
するのに役立ち得る。実施例として、建物特徴への基部構造、タイル、または絶縁層を被
覆するためのラミネートまたは化粧板の貼付、高精度電子構成要素を覆う保護層、あるい
は弾性絆創膏の貼付が挙げられるであろう。除去可能被覆自体が、非接着性の担持素子へ
の一時的固定の手段として、接着層を担持してもよい。保護される対象物自体が、対象物
を別の表面に接着することが意図される接着層を呈する用途では、除去可能被覆は、接着
層を覆って載置され、貼付プロセスの一部として除去される。概して、接着性対象物は、
被覆が除去されるために、変向され、その意図された貼付配向から回転されなければなら
ない。保護されていない接着表面を整合するための後続必要性は、誤った位置付けまたは
誤った貼付につながり得る。除去のための被覆暴露のプロセスは、接着されるべき表面の
効果的載置および／または整合を妨害し得る。いくつかの実施例は、そのような手順に関
する潜在的問題を例証し得る。
【０００４】
　接着性絆創膏の貼付では、絆創膏の下面（接着表面）は、典型的には、絆創膏の中心（
パッド）近傍における支持材のタブの把持が、アクセスまたは可視化され得るように、上
向きに変向されなければならない。被覆が除去されるにつれて、絆創膏は、次いで、下面
が、皮膚に貼付され得るように、再び、１８０度回転されなければならならず、本再配向
の間、絆創膏の一部分の別の部分への偶発的接着が生じ、したがって、潜在的に、絆創膏
を使用不可能にし得る。貼付の過程の間、被覆が、最初に、部分的にのみ、除去される場
合、絆創膏は、残りの取着を偶発的に除去することなく、回転されなければならず、それ
によって、再び、潜在的に、絆創膏の要素を絆創膏の他の部分に接着させ、絆創膏を使用
不可能にする、または潜在的に、絆創膏を汚染する。被覆が、貼付に先立って、全体的に
除去される場合、これは、接着表面が、指で把持されることを要求し、絆創膏の中心パッ
ドの汚染または取着に先立って事前に把持された接着剤区域の創傷部位への接着不良の危
険に曝す。接着表面において、絆創膏を把持および解放することは、特に、ユーザが手袋
を着用しているとき、困難である。ユーザが、貼付に先立って、絆創膏内に弾性力を生成
するように、張力下、絆創膏を貼付することを所望する場合、これは、絆創膏被覆全体が
除去され、接着表面がユーザの手で把持されることを要求し、再び、潜在的に、無菌状態
または素子の接着性に影響を及ぼす。加えて、被覆の除去は、例えば、重度関節炎または
片手に傷害による機能不全を有する場合、運動性が限られた患者にとって、困難であり得
る。そのような事例では、絆創膏包装の除去は、絆創膏の準備および位置付けにおける付
加的ステップを表す。
【０００５】
　被覆を除去する際に関わる潜在的課題を表す、別の実施例は、これらの被覆が、硬性（
例えば、化粧板）または可撓性（例えば、弾性または織布シート）であるかどうにかかわ
らず、装飾用被覆または素子の平坦表面への接着に例証され得る。装飾用被覆または素子
が、硬性であるとき、装飾用被覆または素子上の接着層は、相互に接着されるべき素子（
例えば、装飾用被覆および表面）が、接近されるにつれて、接着表面が、依然として整合
されずに露出されなければならない。これは、非常に容易に、表面を偶発的に誤って整合
された配向に接着させる。本事例では、装飾用被覆または素子の除去および再位置付けが
、必要となり、広接着表面積または接着剤の固有の強度のため、接着の強度が大きい事例
では、これは、接着表面の一方または両方への損傷につながり得る。装飾用被覆が、可撓
性である場合も、被覆除去後のこのような同一の整合の課題に遭遇し、加えて、皺が、貼
付の過程の間に生成され得、これは、補正できない場合があり、接着表面のいずれかに損
傷が生じ得る。
【０００６】
　多くの他の実施例が存在するが、ある素子が別の表面に接着されるように、整合および
載置を補助することができる、被覆または被覆素子（例えば、保護被覆）が、望ましいこ
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とが分かる。同様に、そのような被覆素子および統合された包装を組み合わせことは、素
子自体の直接操作を伴わずに、素子の位置、配向、貼付、および使用を制御するのに役立
ち得、支持材の除去を補助することができる。これらのタイプの使用の両方において、包
装素子が、被覆素子の一体部分として機能するか、または該被覆素子の貼付を促進するよ
うに機能するかのいずれかであるように構成される場合、これは、材料および廃棄物の削
減ならびに使用の容易性の改善につながり得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一側面では、本発明は、実質的に平面である対象物のための除去可能被覆を包含する。
除去可能被覆は、典型的には、対象物に接着されない、第１の遊離区画と、対象物に接着
される、第１の接着区画と、対象物に接着される、第２の接着区画とを含む。第１の接着
区画および第２の接着区画は、第１の遊離区画の両端に接続されてもよい。除去可能被覆
は、典型的には、除去可能被覆への力の印加によって、対象物からの第１の接着区画の少
なくとも部分除去を可能にするために十分に可撓性である。
【０００８】
　例示的実施形態では、除去可能被覆を対象物から除去するために要求される力は、除去
可能被覆と対象物との間の異なる取着区域において変動する。
【０００９】
　別の例示的実施形態では、除去可能被覆は、対象物からの除去可能被覆の除去に対する
抵抗が、除去可能被覆と対象物との間の異なる取着区域において変動するように、対象物
に接着される。
【００１０】
　別の側面では、本発明は、対象物に接着される、第１の接着区画と、対象物に接着され
ない、タブ区画と、対象物に接着されない、第１の遊離区画と、対象物に接着されない、
第２の遊離区画とを含む、対象物のための実質的に平面である除去可能被覆を包含する。
典型的には、第１の遊離区画および第２の遊離区画は、第１の接着区画の両端およびタブ
区画の同端に接続される。除去可能被覆は、典型的には、除去可能被覆への力の印加によ
って、対象物からの第１の接着区画の少なくとも部分除去を可能にするために十分に可撓
性である。
【００１１】
　例示的実施形態では、除去可能被覆を対象物から除去するために要求される力は、除去
可能被覆と対象物との間の異なる取着区域において変動する。
【００１２】
　別の例示的実施形態では、除去可能被覆は、対象物からの除去可能被覆の除去に対する
抵抗が、除去可能被覆と対象物との間の異なる取着区域において変動するように、対象物
に接着される。
【００１３】
　さらに別の側面では、本発明は、対象物のための包装システムと、除去可能被覆と相互
作用し（例えば、接着層または圧縮機構を介して）、対象物の貼付を促進する、除去可能
被覆とを包含する。典型的には、包装システムは、反対方向において、包装システムの両
端に力を印加することによって、対象物から除去されてもよい。
【００１４】
　例示的実施形態では、包装システムは、除去可能被覆が、対象物から除去され、同時に
、包装システムが、対象物から除去されるように、除去可能被覆と相互作用する。
【００１５】
　別の例示的実施形態では、包装システムは、包装システムが、対象物から除去されるに
つれて、物語を伝えるような方法において、関連する可視設計要素を含む。
【００１６】
　別の例示的実施形態では、包装システムは、包装システムが、対象物から除去されるに
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つれて、メッセージまたは情報を提示する、可視設計要素を含む。
本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　対象物（１００３）のための実質的に平面である除去可能被覆（１００１）であって、
　前記対象物（１００３）に接着されない、第１の遊離区画（１００７）と、
　前記対象物（１００３）に接着される、第１の接着区画（１００５）と、
　前記対象物（１００３）に接着される、第２の接着区画（１００６）と、
　を備え、
　前記第１の接着区画（１００５）および前記第２の接着区画（１００６）は、前記第１
の遊離区画（１００７）の両端に接続され、
　前記除去可能被覆（１００１）は、前記除去可能被覆（１００１）への力の印加によっ
て、前記対象物からの前記第１の接着区画（１００５）の少なくとも部分除去を可能にす
るために十分に可撓性である、被覆。
（項目２）
　前記除去可能被覆を前記対象物から除去するために要求される力は、前記除去可能被覆
と前記対象物との間の異なる取着区域において変動する、項目１に記載の除去可能被覆。
（項目３）
　前記除去可能被覆を前記対象物から除去するために要求される力は、最後から２番目の
取着区域において最大である、項目２に記載の除去可能被覆。
（項目４）
　前記除去可能被覆は、前記対象物からの前記除去可能被覆の除去に対する抵抗が、前記
除去可能被覆と前記対象物との間の異なる取着区域において変動するように、前記対象物
に接着される、項目１に記載の除去可能被覆。
（項目５）
　前記除去可能被覆は、前記対象物からの前記除去可能被覆の除去に対する抵抗が、最後
から２番目の取着区域において最大であるように、前記対象物に接着される、項目４に記
載の除去可能被覆。
（項目６）
　対象物（１０１３）のための実質的に平面である除去可能被覆（１０１１）であって、
　前記対象物（１０１３）に接着される、第１の接着区画（１０１６）と、
　前記対象物（１０１３）に接着されない、タブ区画（１０１８）と、
　前記対象物（１０１３）に接着されない、第１の遊離区画（１０１７）と、
　前記対象物（１０１３）に接着されない、第２の遊離区画（１０１９）と、
　を備え、
　前記第１の遊離区画（１０１７）および前記第２の遊離区画（１０１９）は、（ｉ）前
記第１の接着区画（１０１６）の両端と、（ｉｉ）前記タブ区画（１０１８）の同端とに
接続され、
　前記除去可能被覆（１０１１）は、前記除去可能被覆（１０１１）への力の印加によっ
て、前記対象物（１０１３）からの前記第１の接着区画（１０１６）の少なくとも部分除
去を可能にするために十分に可撓性である、被覆。
（項目７）
　前記除去可能被覆を前記対象物から除去するために要求される力は、前記除去可能被覆
と前記対象物との間の異なる取着区域において変動する、項目６に記載の除去可能被覆。
（項目８）
　前記除去可能被覆を前記対象物から除去するために要求される力は、最後から２番目の
取着区域において最大である、項目７に記載の除去可能被覆。
（項目９）
　前記除去可能被覆は、前記対象物からの前記除去可能被覆の除去に対する抵抗が、前記
除去可能被覆と前記対象物との間の異なる取着区域において変動するように、前記対象物
に接着される、項目６に記載の除去可能被覆。
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（項目１０）
　前記除去可能被覆は、前記対象物からの前記除去可能被覆の除去に対する抵抗が、最後
から２番目の取着区域において最大であるように、前記対象物に接着される、項目９に記
載の除去可能被覆。
（項目１１）
　前記対象物は、受容表面を備え、
　前記除去可能被覆は、（ｉ）前記対象物の受容表面の一方の半分を被覆する、左側と、
（ｉｉ）前記対象物の受容表面の他方の半分を被覆する、右側とを備え、
　前記除去可能被覆の左側は、前記除去可能被覆の右側と同一の構成要素を備える、
　項目１－１０のいずれかに記載の除去可能被覆。
（項目１２）
　前記第１の接着区画は、前記対象物からの除去に対する前記除去可能被覆の抵抗が変動
するように、前記対象物に面する、可変テクスチャの表面を有する、項目１－１０のいず
れかに記載の除去可能被覆。
（項目１３）
　前記第１の接着区画は、前記対象物からの除去に対する前記除去可能被覆の抵抗が変動
するように、前記対象物に面する、可変剥離コーティングを備える表面を有する、項目１
－１０のいずれかに記載の除去可能被覆。
（項目１４）
　前記除去可能被覆は、前記対象物ほど弾性ではない、項目１－１０のいずれかに記載の
除去可能被覆。
（項目１５）
　前記除去可能被覆の厚さは、前記対象物からの除去に対する前記除去可能被覆の抵抗が
変動するように、前記対象物の表面に沿って変動する、項目１－１０のいずれかに記載の
除去可能被覆。
【００１７】
　前述の例証的概要、本発明の他の例示的目的および／または利点、ならびにそれが達成
される様式はさらに、以下の発明を実施するための形態およびその付随の図面に説明され
る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、例示的除去可能被覆および対象物の側面図を描写する。
【図２】図２は、例示的除去可能被覆および対象物の側面図を描写する。
【図３】図３は、除去の段階における、図１および２の例示的除去可能被覆および対象物
の側面図を描写する。
【図４】図４は、除去の段階における、図１および２の例示的除去可能被覆および対象物
の側面図を描写する。
【図５】図５は、除去の段階における、図１および２の例示的除去可能被覆および対象物
の側面図を描写する。
【図６】図６は、除去の段階における、図１および２の例示的除去可能被覆および対象物
の側面図を描写する。
【図７】図７は、時間の関数として、図１および２の例示的除去可能被覆を対象物から除
去するために必要な貼付力または抵抗を図式的に描写する。
【図８】図８は、図１および２の例示的除去可能被覆および対象物の斜視図を描写する。
【図９】図９は、図４に示されるものと同一の除去段階における、図１および２の例示的
除去可能被覆および対象物の斜視図を描写する。
【図１０】図１０は、図６に示されるものと同一の除去段階における、図１および２の例
示的除去可能被覆および対象物の斜視図を描写する。
【図１１】図１１は、例示的除去可能被覆および対象物の側面図を描写する。
【図１２】図１２は、除去の段階における、図１１の例示的除去可能被覆および対象物の
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側面図を描写する。
【図１３】図１３は、除去の段階における、図１１の例示的除去可能被覆および対象物の
側面図を描写する。
【図１４】図１４は、除去の段階における、図１１の例示的除去可能被覆および対象物の
側面図を描写する。
【図１５】図１５は、除去の段階における、図１１の例示的除去可能被覆および対象物の
側面図を描写する。
【図１６】図１６は、時間の関数として、図１１の例示的除去可能被覆を対象物から除去
するために必要な貼付力または抵抗を図式的に描写する。
【図１７】図１７は、図１１の例示的除去可能被覆および対象物の斜視図を描写する。
【図１８】図１８は、図１４に示されるものと同一の除去段階における、図１１の例示的
除去可能被覆および対象物の斜視図を描写する。
【図１９】図１９は、２つの例示的除去可能被覆および対象物の側面図を描写する。
【図２０】図２０は、除去の段階における、図１９の例示的除去可能被覆および対象物の
側面図を描写する。
【図２１】図２１は、除去の段階における、図１９の例示的除去可能被覆および対象物の
側面図を描写する。
【図２２】図２２は、除去の段階における、図１９の例示的除去可能被覆および対象物の
側面図を描写する。
【図２３】図２３は、例示的除去可能被覆および対象物の側面図を描写する。
【図２４】図２４は、図２３の例示的除去可能被覆および対象物および例示的包装システ
ムの側面図を描写する。
【図２５】図２５は、除去の段階における、図２４の例示的除去可能被覆、対象物、およ
び包装システムの側面図を描写する。
【図２６】図２６は、除去の段階における、図２４の例示的除去可能被覆、対象物、およ
び包装システムの側面図を描写する。
【図２７】図２７は、例示的包装システム、除去可能被覆、および対象物の斜視図を描写
する。
【図２８】図２８は、除去の段階における、例示的包装システム、除去可能被覆、および
対象物の斜視図を描写する。
【図２９】図２９は、例示的包装システム、除去可能被覆、および対象物の側面図を描写
する。
【図３０】図３０は、除去の段階における、図２９の例示的除去可能被覆、対象物、およ
び包装システムの側面図を描写する。
【図３１】図３１は、除去の段階における、図２９の例示的除去可能被覆、対象物、およ
び包装システムの側面図を描写する。
【図３２】図３２は、例示的包装システム、除去可能被覆、および対象物の側面図を描写
する。
【図３３】図３３は、例示的包装システム、除去可能被覆、および対象物の側面図を描写
する。
【図３４】図３４は、例示的対象物、接着層、および除去可能被覆の斜視図を描写する。
【図３５】図３５は、例示的除去可能被覆および対象物の側面図を描写する。
【図３６】図３６は、除去の段階における、図３５の例示的除去可能被覆および対象物の
側面図を描写する。
【図３７】図３７は、除去の段階における、図３５の例示的除去可能被覆および対象物の
側面図を描写する。
【図３８】図３８は、除去の段階における、図３５の例示的除去可能被覆および対象物の
側面図を描写する。
【図３９】図３９は、時間の関数として、図３５の例示的除去可能被覆を対象物から除去
するために必要な貼付力または抵抗を図式的に描写する。



(9) JP 2017-221746 A 2017.12.21

10

20

30

40

50

【図４０】図４０は、例示的除去可能被覆および対象物の側面図を描写する。
【図４１】図４１は、対象物上に位置付けられる、図４０の例示的除去可能被覆の側面図
を描写する。
【図４２】図４２は、例示的除去可能被覆および対象物の側面図を描写する。
【図４３】図４３は、貼付の段階における、図４２の例示的除去可能被覆および対象物の
側面図を描写する。
【図４４】図４４は、貼付の段階における、図４２の例示的除去可能被覆および対象物の
側面図を描写する。
【図４５】図４５は、表面に貼付されるときの図４２の例示的除去可能被覆および対象物
の側面図を描写する。
【図４６】図４６は、例示的除去可能被覆および対象物の側面図を描写する。
【図４７】図４７は、折畳の段階における、図４６の例示的除去可能被覆および対象物の
側面図を描写する。
【図４８】図４８は、折畳の段階における、図４６の例示的除去可能被覆および対象物の
側面図を描写する。
【図４９】図４９は、折畳されるときの例示的包装システム内の図４６の例示的除去可能
被覆および対象物の側面図を描写する。
【図５０】図５０は、２つの例示的除去可能被覆および対象物の側面図を描写する。
【図５１】図５１は、図５０の左側に描写される、例示的除去可能被覆および対象物の側
面図を描写する。
【図５２】図５２は、除去の段階における、図５０の左側に描写される、例示的除去可能
被覆および対象物の側面図を描写する。
【図５３】図５３は、図５０の右側に描写される、例示的除去可能被覆および対象物の側
面図を描写する。
【図５４】図５４は、除去の段階における、図５０の右側に描写される、例示的除去可能
被覆および対象物の側面図を描写する。
【図５５】図５５は、例示的包装システム、除去可能被覆、および対象物の側面図を描写
する。
【図５６】図５６は、除去の段階における、図５５の例示的包装システム、除去可能被覆
、および対象物の側面図を描写する。
【図５７】図５７は、除去の段階における、図５５の例示的包装システム、除去可能被覆
、および対象物の側面図を描写する。
【図５８】図５８は、除去の段階における、図５５の例示的包装システム、除去可能被覆
、および対象物の側面図を描写する。
【図５９】図５９は、例示的対象物、接着層、および２つの例示的除去可能被覆の斜視図
を描写する。
【図６０】図６０は、接着層の中点からの距離の関数として、図５９および６１の左側除
去可能被覆および図６１の右側除去可能被覆を除去するために要求される力を図式的に描
写する。
【図６１】図６１は、２つの例示的除去可能被覆および対象物の側面図を描写する。
【図６２】図６２は、例示的包装システムの俯瞰図を描写する。
【図６３】図６３は、例示的除去可能被覆および／または対象物の俯瞰図を描写する。
【図６４】図６４は、包装システムの中点からの距離の関数として、図６３の除去可能被
覆の左右側に対する図６３の除去可能被覆からの図６２の包装システムを除去するために
要求される力を図式的に描写する。
【図６５】図６５は、例示的包装システム内の例示的除去可能被覆および／または対象物
の俯瞰図を描写する。
【図６６】図６６は、例示的除去可能被覆の俯瞰図を描写する。
【図６７】図６７は、図６６の例示的除去可能被覆の斜視図を描写する。
【図６８】図６８は、製造の段階における、図６６の例示的除去可能被覆の斜視図を描写
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する。
【図６９】図６９は、製造の段階における、図６６の例示的除去可能被覆の斜視図を描写
する。
【図７０Ａ】図７０Ａは、図６７－６９に描写される段階において製造されるときの図６
６の例示的除去可能被覆および対象物の斜視図を描写する。
【図７０Ｂ】図７０Ｂは、製造の別の段階における、図７０Ａの例示的除去可能被覆およ
び対象物の斜視図を描写する。
【図７１】図７１は、例示的除去可能被覆の俯瞰図を描写する。
【図７２】図７２は、図７１の例示的除去可能被覆の斜視図を描写する。
【図７３】図７３は、製造の段階における、図７１の例示的除去可能被覆の斜視図を描写
する。
【図７４】図７４は、製造の段階における、図７１の例示的除去可能被覆の斜視図を描写
する。
【図７５】図７５は、製造の段階における、図７１の例示的除去可能被覆の斜視図を描写
する。
【図７６】図７６は、例示的除去可能被覆の一部の斜視図を描写する。
【図７７】図７７は、製造の段階における、図７６の例示的除去可能被覆の斜視図を描写
する。
【図７８】図７８は、製造の段階における、図７６の例示的除去可能被覆の斜視図を描写
する。
【図７９】図７９は、製造の段階における、図７６の例示的除去可能被覆および対象物の
斜視図を描写する。
【図８０】図８０は、図７９の例示的除去可能被覆および対象物の斜視図を描写する。
【図８１】図８１は、例示的除去可能被覆および対象物の側面図を描写する。
【図８２】図８２は、除去の段階における、図８１の例示的除去可能被覆および対象物の
側面図を描写する。
【図８３】図８３は、除去の段階における、図８１の例示的除去可能被覆および対象物の
側面図を描写する。
【図８４】図８４は、除去の段階における、図８１の例示的除去可能被覆および対象物の
側面図を描写する。
【図８５】図８５は、例示的包装システム、除去可能被覆、および対象物の側面図を描写
する。
【図８６】図８６は、除去の段階における、例示的包装システム、除去可能被覆、および
対象物の側面図を描写する。
【図８７】図８７は、除去の段階における、図８６の例示的包装システム、除去可能被覆
、および対象物の側面図を描写する。
【図８８】図８８は、除去の段階における、図８６の例示的包装システム、除去可能被覆
、および対象物の側面図を描写する。
【図８９】図８９は、除去の段階における、図８６の例示的包装システム、除去可能被覆
、および対象物の俯瞰図を描写する。
【図９０】図９０は、図８６に示されるものと同一の除去段階における、図８６の例示的
包装システム、除去可能被覆、および対象物の俯瞰図を描写する。
【図９１】図９１は、図８７に示されるものと同一の除去段階における、図８６の例示的
包装システム、除去可能被覆、および対象物の俯瞰図を描写する。
【図９２】図９２は、図８８に示されるものと同一の除去段階における、図８６の例示的
包装システム、除去可能被覆、および対象物の俯瞰図を描写する。
【図９３】図９３は、例示的延在区画の斜視図を描写する。
【図９４】図９４は、別の例示的延在区画の斜視図を描写する。
【図９５】図９５は、対象物および例示的除去可能被覆に接着される、２つの例示的延在
区画の斜視図を描写する。
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【図９６】図９６は、製造の段階における、例示的２つの部品から成る延在区画を描写す
る。
【図９７】図９７は、製造されるときの図９６の例示的２つの部品から成る延在区画を描
写する。
【図９８】図９８は、製造の段階における、別の例示的２つの部品から成る延在区画を描
写する。
【図９９】図９９は、製造されるときの図９８の例示的２つの部品から成る延在区画を描
写する。
【図１００】図１００は、製造の段階における、別の例示的２つの部品から成る延在区画
を描写する。
【図１０１】図１０１は、製造されるときの図１００の例示的２つの部品から成る延在区
画を描写する。
【図１０２】図１０２は、例示的除去可能被覆、例示的延在区画、および対象物の側面図
を描写する。
【図１０３】図１０３は、例示的包装システム内の図１０２の例示的除去可能被覆、例示
的延在区画、および対象物の側面図を描写する。
【図１０４】図１０４は、除去の段階における、図１０３の例示的除去可能被覆、例示的
延在区画、対象物、および例示的包装システムの側面図を描写する。
【図１０５】図１０５は、除去の段階における、図１０３の例示的除去可能被覆、例示的
延在区画、対象物、および例示的包装システムの側面図を描写する。
【図１０６】図１０６は、除去の段階における、図１０３の例示的除去可能被覆、例示的
延在区画、対象物、および例示的包装システムの側面図を描写する。
【図１０７】図１０７は、時間の関数として、図１０３の包装システムおよび例示的除去
可能被覆を対象物から除去するために必要な貼付力または抵抗を図式的に描写する。
【図１０８】図１０８は、図１０２の例示的除去可能被覆、例示的延在区画、および対象
物の俯瞰図を描写する。
【図１０９】図１０９は、例示的延在区画の俯瞰図を描写する。
【図１１０】図１１０は、別の例示的延在区画の俯瞰図を描写する。
【図１１１】図１１１は、さらに別の例示的延在区画の俯瞰図を描写する。
【図１１２】図１１２は、さらに別の例示的延在区画の俯瞰図を描写する。
【図１１３】図１１３は、例示的包装システム内に延在区画および対象物を含む、例示的
除去可能被覆の側面図を描写する。
【図１１４】図１１４は、図１１３の例示的除去可能被覆、対象物、および例示的包装シ
ステムの俯瞰図を描写する。
【図１１５】図１１５は、時間の関数として、包装システムおよび図１１３の例示的除去
可能被覆を対象物から除去するために必要な貼付力または抵抗を図式的に描写する。
【図１１６】図１１６は、製造の段階における、例示的包装システムの斜視図を描写する
。
【図１１７】図１１７は、別の例示的包装システムの斜視図を描写する。
【図１１８】図１１８は、さらに別の例示的包装システムの斜視図を描写する。
【図１１９】図１１９は、さらに別の例示的包装システムの斜視図を描写する。
【図１２０】図１２０は、例示的包装システムの俯瞰図を描写する。
【図１２１】図１２１は、除去の段階における、図１２０の例示的包装システムの俯瞰図
を描写する。
【図１２２】図１２２は、除去の別の段階における、図１２０の例示的包装システムの俯
瞰図を描写する。
【図１２３】図１２３は、除去のさらに別の段階における、図１２０の例示的包装システ
ムの俯瞰図を描写する。
【図１２４】図１２４は、別の例示的包装システムの俯瞰図を描写する。
【図１２５】図１２５は、除去の段階における、図１２０の例示的包装システムの俯瞰図



(12) JP 2017-221746 A 2017.12.21

10

20

30

40

50

を描写する。
【図１２６】図１２６は、除去の別の段階における、図１２０の例示的包装システムの俯
瞰図を描写する。
【図１２７】図１２７は、製造の段階における、例示的包装システム、除去可能被覆、お
よび対象物の斜視図を描写する。
【図１２８】図１２８は、例示的除去可能被覆の斜視図を描写する。
【図１２９】図１２９は、製造の段階における、図１２８の例示的除去可能被覆および接
着性細片の斜視図を描写する。
【図１３０】図１３０は、製造後に構成されるときの図１２９の例示的除去可能被覆およ
び接着性細片の斜視図を描写する。
【図１３１】図１３１は、製造の段階における、例示的除去可能被覆および接着性細片の
斜視図を描写する。
【図１３２】図１３２は、製造後に構成されるときの図１３１の例示的除去可能被覆およ
び接着性細片の斜視図を描写する。
【図１３３】図１３３は、可変接着区域を含む、例示的除去可能被覆の俯瞰図を描写する
。
【図１３４】図１３４は、時間の関数として、図１３３の例示的除去可能被覆を対象物か
ら除去するために必要な貼付力または抵抗を図式的に描写する。
【図１３５】図１３５は、可変接着区域を含む、別の例示的除去可能被覆の俯瞰図を描写
する。
【図１３６】図１３６は、時間の関数として、図１３５の例示的除去可能被覆を対象物か
ら除去するために必要な貼付力または抵抗を図式的に描写する。
【図１３７】図１３７は、可変接着区域を含む、例示的除去可能被覆の斜視図を描写する
。
【図１３８】図１３８は、除去の段階における、図１３７の例示的除去可能被覆の斜視図
を描写する。
【図１３９】図１３９は、除去の別の段階における、図１３７の例示的除去可能被覆の斜
視図を描写する。
【図１４０】図１４０は、除去のさらに別の段階における、図１３７の例示的除去可能被
覆の斜視図を描写する。
【図１４１】図１４１は、可変接着区域を含む、対象物への貼付前の例示的除去可能被覆
の斜視図を描写する。
【図１４２】図１４２は、対象物に貼付されるときの図１４１の例示的除去可能被覆の斜
視図を描写する。
【図１４３】図１４３は、対象物からの除去の段階における、図１４１の例示的除去可能
被覆の斜視図を描写する。
【図１４４】図１４４は、対象物からの除去の別の段階における、図１４１の例示的除去
可能被覆の斜視図を描写する。
【図１４５】図１４５は、例示的除去可能被覆および対象物の俯瞰図を描写する。
【図１４６】図１４６は、図１４５の例示的除去可能被覆の側面図を描写する。
【図１４７】図１４７は、対象物からの除去の段階における、図１４５の例示的除去可能
被覆の側面図を描写する。
【図１４８】図１４８は、対象物からの除去の段階および対象物の表面への貼付の段階に
おける、図１４５の例示的除去可能被覆の側面図を描写する。
【図１４９】図１４９は、対象物からの除去の段階および対象物の表面への貼付の段階に
おける、図１４５の例示的除去可能被覆の側面図を描写する。
【図１５０】図１５０は、例示的除去可能被覆および対象物の俯瞰図を描写する。
【図１５１】図１５１は、図１５０の例示的除去可能被覆の側面図を描写する。
【図１５２】図１５２は、表面への貼付のために、除去可能被覆および対象物を準備する
段階における、図１５０の例示的除去可能被覆の側面図を描写する。
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【図１５３】図１５３は、表面への貼付のために、除去可能被覆および対象物を準備し、
除去可能被覆および対象物を表面に貼付する段階における、図１５０の例示的除去可能被
覆の側面図を描写する。
【図１５４】図１５４は、除去可能被覆および対象物を表面に貼付する段階における、図
１５０の例示的除去可能被覆の側面図を描写する。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　一側面では、本発明は、受容表面（例えば、接着層を有する対象物）のための除去可能
被覆（例えば、支持材または支持材素子）を包含する。除去可能被覆は、受容表面の位置
付け、配向、貼付、および使用、ならびに除去可能被覆の除去を促進する。
【００２０】
　特に、本発明は、対象物（例えば、保護された素子）から剥離され、次いで、貼付に応
じて対象物によって被覆される受容表面に貼付され得る、接着剤を露出させる、除去可能
被覆に関する。特定の実施形態では、本発明は、除去可能被覆の構造体と、除去可能被覆
の構造体が対象物にもたらす、剥離に対する抵抗のレベルとに関する。剥離に対する抵抗
は、剥離経路に沿って変動し、被覆全体の最終貼付前に、受容表面上への除去可能被覆の
適切な載置を可能にし得る。典型的には、除去可能被覆は、除去可能被覆（例えば、支持
材）の区画または構造特徴に印加される剥離力ベクトルの印加によって、保護された素子
または対象物からの少なくとも部分除去を可能にするために十分な可撓性の材料から成る
。
【００２１】
　本明細書に説明されるように、保護された素子および／または対象物は、典型的には、
実質的に、平面、長方形形状、かつ対称である。しかしながら、本発明の例示的実施形態
は、平面、長方形、または対称ではない、対象物、除去可能被覆、および包装システムを
含んでもよい。例えば、円形形状の対象物、除去可能被覆、および／または包装システム
も、本発明の範囲内である。さらに、特に、長い対象物（例えば、幅より有意に長い長さ
を有する）の場合、除去可能被覆および／または包装システムは、本明細書に開示される
ように、長さではなく、対象物の幅と平行方向に除去されてもよい。
【００２２】
　本発明の開示は、受容表面に貼付されるべき保護層に取着される、除去可能被覆の剥離
強度抵抗を変化させるための多数の機構の使用を含む。これらの機構はそれぞれ、任意の
所与の素子上における混合および交換をもたらす。除去可能被覆の構造体は、連続層とし
て示される、ある部分とともに開示されるが、そのような開示は、本発明の限定ではない
。本発明は、任意の層が、複数の部分から成る、実施形態を包含する。本開示は、多くの
場合、除去可能被覆が剥離される、接着層を指す。接着層は、除去可能層上に付着したま
ま（すなわち、受容表面に接着剤を残さず）、剥離してもよく、または除去可能被覆は、
剥離し、接着層を受容表面上に残してもよい。
【００２３】
　例示的除去可能被覆および包装システムの側面は、多数の図を参照して、本明細書に説
明される。説明では、除去可能被覆または包装システムの片側について、説明され得る（
例えば、左側または右側のみ）。除去可能被覆または包装システムは、典型的には、別様
に注記されない限り、相互の鏡像である、左側または右側を含む（すなわち、左側または
右側は、同一の構成要素を有する）。したがって、除去可能被覆または包装システムの片
側の説明は、他方側にも等しく適用され得る。しかしながら、片側除去可能被覆および／
または包装システムを採用するものも本発明の範囲内である。
【００２４】
　さらに、例示的除去可能被覆および包装システムの側面は、除去の段階を参照して、本
明細書に説明される。認識されるであろうように、これらの除去の段階は、概して、除去
可能被覆と対象物との間の取着の区域に対応する。
【００２５】
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　図１は、例示的除去可能被覆１００１と、受容表面１００２を有する、対象物１００３
との側面図を描写する。例示的除去可能被覆１００１の各側（すなわち、左側または右側
）は、対象物１００３の受容表面１００２に接着されない、一次タブ１００４（例えば、
中心終端または遊離区画）、側方遊離区画１００８、および二次タブ１００７（例えば、
側方終端または遊離区画）を含む。除去可能被覆１００１はまた、受容表面１００２に接
着される、中心区画１００５（例えば、接着区画）および側方区画１００６（例えば、接
着区画）を含む。
【００２６】
　図２は、受容表面１００２が、接着層である、別の例示的除去可能被覆の側面図を描写
する。この点において、対象物１００３または除去可能被覆１００１上にあり得る、接着
層１００２は、除去可能被覆１００１と対象物１００３との間に位置付けられる。図３－
６は、異なる除去の段階における、例示的除去可能被覆１００１および対象物１００３の
側面図を描写する一方、図７は、時間の関数として、対象物１００３から例示的除去可能
被覆１００１を除去するために必要な貼付力または抵抗を図式的に描写する。図７では、
「段階０」は、図１および２に対応し、「段階１」は、図３に対応し、「段階１Ｂ」は、
図４に対応し、「段階２」は、図５に対応し、「段階３」は、図６に対応する。
【００２７】
　図８は、図１および２（すなわち、段階０）の例示的除去可能被覆１００１、受容表面
１００２、対象物１００３の斜視図を描写する。図９は、図４（すなわち、段階１Ｂ）に
示されるものと同一の除去段階における、図１および２の例示的除去可能被覆１００１、
受容表面１００２、および対象物１００３の斜視図を描写する。図１０は、図６（すなわ
ち、段階３）に示されるものと同一の除去段階における、図１および２の例示的除去可能
被覆１００１、受容表面１００２、および対象物１００３の斜視図を描写する。
【００２８】
　本例示的実施形態では、段階０の後、中央線分離力の印加を要求する、一次タブ１００
４の把持が続く。段階１は、１８０度の剥離強度抵抗を克服するための力を要求する。段
階１Ｂは、１８０度の剥離強度抵抗を克服するための力を要求し得る（例えば、側方遊離
区画１００８が、二次タブ１００７に接着される場合）、または全く力を要求しない場合
がある（例えば、側方遊離区画１００８が、二次タブ１００７に接着されない場合）。段
階２の間、除去に対する剪断抵抗が存在するが、二次タブ１００７は、露出される。例え
ば、図５を参照されたい。したがって、二次タブ１００７は、段階３の間、引張され、第
２の１８０度剥離強度抵抗を克服し得る。
【００２９】
　この点において、本発明の例示的実施形態は、受容表面に印加されると、除去可能被覆
の両平坦表面の一部が受容表面の異なる区画に接着されるよう折目を呈するように、該除
去可能被覆が構築および配向される、除去可能被覆を包含する。中心終端は、受容表面に
接着せず、９０～１８０度剥離角度において、除去可能被覆の中心区画を受容表面から剥
離するための一次タブとして機能する。同一の力ベクトルを用いた９０～１８０度の剥離
の完了に応じて、剥離角度は、中心区画と連続する側方区画内におけるより高い剥離抵抗
に伴って、０度剥離角度（剪断）に遷移する。第２の実施形態は、側方区画と連続し、受
容表面に接着されない、二次タブを組み込み、９０～１８０度二次剥離角度が、側方区画
に印加されることを可能にする。
【００３０】
　図１１は、例示的除去可能被覆１０１１と、受容表面１０１２を有する、対象物１０１
３との側面図を描写する。例示的除去可能被覆１０１１の各側（すなわち、左側または右
側）は、対象物１０１３の受容表面１０１２に接着されない、一次タブ１０１４（例えば
、中心終端または遊離区画）、第１の遊離区画１０１７、タブ区画１０１８、および第２
の遊離区画１０１９を含む。除去可能被覆１０１１はまた、受容表面１０１２に接着され
る、中心区画１０１５（例えば、接着区画）および側方区画１０１６（例えば、第１の接
着区画）を含む。
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【００３１】
　示されるように、第１の遊離区画１０１７および第２の遊離区画１０１９は、側方区画
１０１６の両端に接続される。加えて、第１の遊離区画１０１７および第２の遊離区画１
０１９は、タブ区画１０１８の同端に接続される。この点において、第１の遊離区画１０
１７、第２の遊離区画１０１９、および側方区画１０１６は、タブ区画１０１８に接続さ
れる、ループを形成する。
【００３２】
　図１２－１５は、異なる除去の段階における、例示的除去可能被覆１０１１および対象
物１０１３の側面図を描写する一方、図１６は、時間の関数として、対象物１０１３から
例示的除去可能被覆１０１１を除去するために必要な貼付力または抵抗を図式的に描写す
る。図１６では、「段階０」は、図１１に対応し、「段階１」は、図１２および１３に対
応し、「段階２」は、図１４に対応し、「段階３」は、図１５に対応する。
【００３３】
　図１７は、図１１（すなわち、段階０）の例示的除去可能被覆１０１１、受容表面１０
１２、および対象物１０１３の斜視図を描写する。図１８は、図１４（すなわち、段階２
）に示されるものと同一の除去段階における、図１の例示的除去可能被覆１０１１、受容
表面１０１２、および対象物１０１３の斜視図を描写する。
【００３４】
　本例示的実施形態では、段階０の後、中央線分離力の印加を要求する、一次タブ１０１
４の把持が続く。段階１は、１８０度剥離強度抵抗を克服するための力を要求する。段階
２の前半部分（すなわち、１８０度剥離強度抵抗から剪断剥離強度抵抗へのシフト）は、
図１４に示される配向に到達後に生じる。段階２の後半部分（すなわち、剪断プラトー）
は、引張力が、主に、側方であるときに生じる。段階３の間、ループは、受容表面１０１
２から剥離する。
【００３５】
　ループを含む、そのような例示的除去可能被覆では、１８０度剥離強度抵抗と剪断剥離
強度抵抗との間の伝達度は、タブ区画１０１８およびループの接合点を変動させることに
よって調節されてもよい。例えば、第１の遊離区画１０１７が、受容表面１０１２の外側
縁により近い（すなわち、タブ区画１０１８が、ループをさらに受容表面の中心からより
離れてループに接続する）場合、除去に対する抵抗は、１８０度剥離強度抵抗から剪断剥
離強度抵抗により急速にシフトするであろう。言い換えると、図１６における段階２の前
半部分の力／抵抗曲線の勾配は、より大きくなるであろう（すなわち、より急峻な勾配）
。
【００３６】
　この点において、本発明の例示的実施形態は、受容表面に印加されると、除去可能被覆
の両平坦両面の一部が受容表面の異なる区画に接着されるようなループを画定する側方区
画を呈するように、該除去可能被覆が構築および配向される、除去可能被覆を包含する。
側方区画は、側方区画の非接着表面に沿って、中心区画と連続する。側方区画と中心区画
との間の接続は、側方区画の長さに沿った任意の位置にあることができる。中心終端は、
受容表面に接着せず、９０～１８０度剥離角度において、除去可能被覆の中心区画を受容
表面から剥離するための一次タブとして機能する。同一の力ベクトルを用いた９０～１８
０度剥離の完了に応じて、剥離角度は、中心区画と連続する側方区画内におけるより高い
剥離抵抗に伴って、少なくとも、部分的０度剥離角度（剪断）に遷移する。力ベクトルの
増加に伴って、かつ方向変化を伴わずに、剥離抵抗が、克服され、被覆は、受容表面から
除去される。
【００３７】
　図１９は、２つの例示的除去可能被覆１０２１Ａおよび１０２１Ｂと、受容表面１０２
２および中心特徴１０２５（例えば、吸収性パッドまたは非接着表面）を有する、対象物
１０２３との側面図を描写する。左の１０２１Ａ上の除去可能被覆は、対象物１０２３の
受容表面１０２２に接着されない、タブ区画１０２８Ａ、第１の遊離区画１０２７Ａ、お
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よび第２の遊離区画１０２９Ａを含む。左の１０２１Ａ上の除去可能被覆はまた、受容表
面１０２２に接着され、中心特徴１０２５の少なくとも一部を被覆する、側方区画１０２
６Ａを含む。
【００３８】
　右の１０２１Ｂ上の除去可能被覆は、対象物１０２３の受容表面１０２２に接着されな
い、タブ区画１０２８Ｂ、第１の遊離区画１０２７Ｂ、および第２の遊離区画１０２９Ｂ
を含む。右の１０２１Ｂ上の除去可能被覆はまた、受容表面１０２２に接着される、側方
区画１０２６Ｂを含む。加えて、右の１０２１Ｂ上の除去可能被覆は、受容表面１０２２
に接着され得、中心特徴１０２５の少なくとも一部を被覆する、中心タブ１０２４Ｂを含
む。
【００３９】
　左側除去可能被覆１０２１Ａに関して示されるように、第１の遊離区画１０２７Ａ、第
２の遊離区画１０２９Ａ、および側方区画１０２６Ａはさらに、タブ区画１０２８Ａに接
続される、ループを形成するように接続される。
【００４０】
　右側の除去可能被覆１０２１Ｂに関して示されるように、第１の遊離区画１０２７Ｂ、
第２の遊離区画１０２９Ｂ、および側方区画１０２６Ｂはさらに、タブ区画１０２８Ｂに
接続される、ループを形成するように接続される。ループはまた、中心タブ１０２４Ｂに
接続される。
【００４１】
　除去可能被覆１０２１Ａおよび１０２１Ｂのタブ区画１０２８Ａおよび１０２８Ｂは、
異なる場所において、その個別のループに接続される。
【００４２】
　図２０－２２は、異なる除去の段階における、２つの例示的除去可能被覆１０２１Ａお
よび１０２Ｂの斜視図を描写する。示されるように、除去可能被覆１０２１Ａおよび１０
２１Ｂのタブ区画１０２８Ａおよび１０２８Ｂの接続点は、除去プロセスを変更し、除去
の段階のそれぞれにおける抵抗を変化させる。
【００４３】
　この点において、本発明の例示的実施形態は、ループの長さが、変動され、剥離抵抗が
剪断力に接近する、側方区画上の点を変化させ得、その点において、非接着中心区画（例
えば、中心タブ１０２４Ｂ）が、二次力ベクトルのためのタブとなり、９０～１８０度剥
離角度を提供する、除去可能被覆を包含する。
【００４４】
　図２３は、例示的除去可能被覆１０３１と、受容表面１０３２を含む、対象物１０３３
との側面図を描写する。例示的除去可能被覆１０３１の各側（すなわち、左側または右側
）は、同一の構成要素を有する。例示的除去可能被覆１０３１は、側方支持材区画１０３
４および中心支持材区画１０３５を含む。中心支持材区画１０３５は、受容表面１０３２
に接着されない、中心タブ１０３５Ａと、受容表面１０３２に接着される、第１の接着区
画１０３５Ｂとを含む。
【００４５】
　側方支持材区画１０３４は、受容表面１０３２に接着されない、第１の遊離区画１０３
６、第２の遊離区画１０３８、および取着区画１０３９を含む。側方支持材区画１０３４
はまた、受容表面１０３２に接着される、第１の接着区画１０３７を含む。示されるよう
に、側方支持材区画１０３４は、対象物１０３３の外側縁の周囲に巻着する。
【００４６】
　図２４は、例示的包装システム２０００内の図２３の例示的除去可能被覆１０３１およ
び対象物１０３３の側面図を描写する。包装システム２０００は、接着層２００１によっ
て継合されてもよく、またはそうでなくてもよい、２つの部品、左側外筒２０００Ａおよ
び右側外筒２０００Ｂを含む。外筒２０００Ａおよび２０００Ｂはそれぞれ、それぞれ、
上側２００３Ａおよび２００３Ｂと底側２００２Ａおよび２００２Ｂとを含む。
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【００４７】
　例示的除去可能被覆１０３１および包装システム２０００は、対象物１０３３およびそ
の受容表面１０３２の載置を促進するようにともに機能する。この点において、各側方支
持材区画の取着区画１０３９（すなわち、除去可能被覆１０３１の左および右部分上の）
は、典型的には、包装システム２０００の各個別の上側２００３Ａまたは２００３Ｂに接
着される。加えて、各中心支持材区画の中心タブ１０３５Ａ（すなわち、除去可能被覆１
０３１の左および右部分上の）は、典型的には、包装システム２０００の各個別の底側２
００２Ａまたは２００２Ｂに接着される。
【００４８】
　図２５および２６は、異なる除去の段階における、図２４の例示的除去可能被覆１０３
１、対象物１０３３、および包装システム２０００の側面図を描写する。図２５に示され
るように、ユーザが、左および右側外筒２０００Ａおよび２０００Ｂを相互に引張すると
、除去可能被覆１０３１も、同様に、除去される。最初に、中心支持材区画の第１の接着
区画１０３５Ｂが、受容表面１０３２から除去されるにつれて、１８０度剥離強度抵抗が
存在する。除去プロセスの間のある時点において、側方支持材区画１０３４は、完全に延
在された状態となり（図２６参照）、剪断剥離強度抵抗が存在するであろう。除去プロセ
スを完了するために、側方支持材区画の第１の遊離区画１０３６は、１８０度剥離強度抵
抗を克服する力によって係合されてもよい。
【００４９】
　図２７は、図２４の例示的除去可能被覆１０３１、対象物１０３３、および包装システ
ム２０００の斜視図を描写する。図２８は、図２６に示されるものと同一の除去段階にお
ける、例示的除去可能被覆１０３１、対象物１０３３、および包装システム２０００の斜
視図を描写する。
【００５０】
　図２９は、例示的包装システム２０００内の例示的除去可能被覆１０３１および対象物
１０３３の側面図を描写する。図２９の例示的除去可能被覆１０３１と図２３－２６のも
のとの間の主要差異は、例示的除去可能被覆１０３１の（ｉ）対象物１０３３および（ｉ
ｉ）包装システム２０００への取着の場所である。図２９では、側方支持材区画の第１の
接着区画１０３７は、図２３－２６におけるように、受容表面１０３２ではなく、対象物
１０３３の上部表面に接着される（例えば、接着層を介して）。加えて、各側方支持材区
画の取着区画１０３９（すなわち、除去可能被覆１０３１の左および右部分上の）は、図
２３－２６におけるより包装システム２０００の中心部分に近い場所において、各個別の
上側２００３Ａまたは２００３Ｂに接着される。
【００５１】
　図３０－３１は、異なる除去の段階における、図２９の例示的除去可能被覆１０３１、
対象物１０３３、および例示的包装システム２０００の側面図を描写する。図３０に示さ
れるように、ユーザが、左および右側外筒２０００Ａおよび２０００Ｂを相互に引張する
と、除去可能被覆１０３１も、同様に、除去される。最初に、中心支持材区画の第１の接
着区画１０３５Ｂが、受容表面１０３２から除去されるにつれて、１８０度剥離強度抵抗
が存在する。除去プロセスの間のある時点において、側方支持材区画１０３４は、完全に
延在された状態となり、（図３１参照）、剪断剥離強度抵抗が存在するであろう。除去プ
ロセスを完了するために、側方支持材区画の第１の遊離区画１０３６は、１８０度剥離強
度抵抗を克服する力によって係合されてもよい。しかしながら、図２３－２６と比較する
と、図２９－３１に示される例示的実施形態は、第１の遊離区画１０３６が、対象物１０
３３の上部にあるため、受容表面１０３２が載置されている間、係合され得る、第１の遊
離区画１０３６を含む。
【００５２】
　この点において、本発明の例示的実施形態は、一次または二次受容表面の異なる区域に
貼付される、除去可能被覆の別個の非連続区画によって、力ベクトルに沿って、被覆除去
に対する抵抗変化をもたらす、除去可能被覆を包含する。包装を分離することによって、
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ユーザは、中心区画を９０～１８０度剥離角度で剥離する。一次または二次受容表面のい
ずれかに貼付される、側方区画は、中心区画と比較して、増加した剥離抵抗を生成する、
剪断力を被る。側方区画は、一次または二次受容表面に接着されない、二次タブ（例えば
、第１の遊離区画）を介して、除去されてもよい。
【００５３】
　図２３－３１に関して描写および説明される、例示的除去可能被覆は、遊離区画、接着
区画、およびタブを採用するが、また、図１１－２２に関して描写および説明されるよう
に、ループを含んでもよい。
【００５４】
　さらに、例示的除去可能被覆は全て、変更された接着強度区域を含んでもよい。例えば
、図３２は、例示的包装システム２０００内の例示的除去可能被覆１０３１および対象物
１０３３の側面図を描写する。図３２の例示的除去可能被覆１０３１および包装システム
２０００は、図２９－３１のものに類似するが、除去可能被覆１０３１は、側方支持材区
画を含まない。加えて、例示的除去可能被覆は、受容表面１０３２に接着されない、中心
タブ１０３５Ａと、受容表面１０３２に接着される、第１の接着区画１０３５Ｂとを含む
が、また、第２の接着区画１０３５Ｃおよび第３の接着区画１０３５Ｄも含む。第２の接
着区画１０３５Ｃは、受容表面１０３２に接着される、余剰接着層１０４０に接着される
。第３の接着区画１０３５Ｄは、受容表面１０３２に接着される。第２の接着区画１０３
５Ｃおよび余剰接着層１０４０は、除去の間、剥離強度抵抗を増加させる。第３の接着区
画１０３５Ｄは、除去の最後の段階において、剥離強度抵抗の低下をもたらす。
【００５５】
　余剰接着層１０４０は、除去可能被覆１０３１または受容表面１０３２の一部であって
もよい。代替として、余剰接着層１０４０を示される位置に有するのではなく、異なる強
度接着剤が、剥離強度抵抗を増加または減少させるために、示される位置で使用され得る
。
【００５６】
　図３２に示されるように、中心接着層２００５は、除去可能被覆１０３１の左側または
右側を相互に接着させてもよい。中心接着層２００５は、受容表面１０３２（例えば、接
着層）への汚染または損傷に対する保護の増加をもたらし得る。
【００５７】
　図３３は、例示的包装システム２０００内の例示的除去可能被覆１０３１および対象物
１０３３の側面図を描写する。図３３の例示的除去可能被覆１０３１は、図３２のものに
類似するが、除去可能被覆１０３１は、第３の接着区画１０３５Ｄを受容表面の外側縁に
含まない。この点において、第２の接着区画１０３５Ｃおよび余剰接着層１０４０は、除
去の最後の段階における除去の間、剥離強度抵抗を増加させる。
【００５８】
　この点において、本発明の例示的実施形態は、除去可能被覆と取着される受容表面との
間の接着強度変化によって、力ベクトルに沿った被覆除去に対する抵抗力の変化をもたら
す、除去可能被覆を包含する。接着強度は、可変接着強度区域内で調節されてもよい。
【００５９】
　図３４は、例示的対象物１００３、接着層１００２、および２つの例示的除去可能被覆
１００１Ａおよび１００１Ｂの斜視図を描写する。例示的除去可能被覆１００１Ａおよび
１００１Ｂはそれぞれ、一次タブ１００４（例えば、中心終端または遊離区画）と、中心
区画１００５とを含む。
【００６０】
　凡例３００１は、低剥離強度抵抗の面積を識別する、パターンを示す。凡例３００２は
、中間剥離強度抵抗の面積を識別する、パターンを示す。凡例３００３は、高剥離強度抵
抗の面積を識別する、パターンを示す。これらの剥離強度抵抗は、接着層１００２に面す
る中心区画側のテクスチャまたは表面を変動させることによって、達成されてもよい。
【００６１】
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　故に、除去可能被覆１００１Ａが、一次タブ１００４を引張することによって、除去さ
れるにつれて、最初に、低剥離強度抵抗が存在し、中間剥離強度抵抗が続き、最後に、高
剥離強度抵抗となる。言い換えると、除去プロセスの間、除去可能被覆１００１Ａを除去
するために、ますます大きな力を要求する。
【００６２】
　除去可能被覆１００１Ｂが、一次タブ１００４を引張することによって、除去されるに
つれて、最初に、高剥離強度抵抗が存在し、低剥離強度抵抗が続き、次いで、中間剥離強
度抵抗、次いで、高剥離強度抵抗、最後に、低剥離強度抵抗となる。
【００６３】
　この点において、本発明の例示的実施形態は、受容表面に取着される区域に沿って、除
去可能被覆の表面テクスチャ特性の変化によって、力ベクトルに沿った被覆除去に対する
抵抗力の変化をもたらす、被覆を包含する。典型的には、より粗いテクスチャの区域は、
あまり接着性ではなく、より平滑な区域は、より接着性である。
【００６４】
　図３５は、受容表面１０４２（例えば、接着層）を含む、例示的除去可能被覆１０４１
および対象物１０４３を描写する。除去可能被覆１０４１は、受容表面１０４２または対
象物１０４３に接着されない、一次タブ１０４４（例えば、中心終端または遊離区画）、
第１の遊離区画１０４６、および第２の遊離区画１０４８（例えば、二次タブ）を含む。
除去可能被覆１０４１はまた、受容表面１０４２に接着される、第１の接着区画１０４５
（例えば、側方区画）と、対象物１０４３の上部表面に接着される（例えば、接着層１０
５０を介して）、第２の接着区画１０４７とを含む。
【００６５】
　図３６－３８は、異なる除去の段階における、例示的除去可能被覆１０４１および対象
物１０４３の側面図を描写する一方、図３９は、時間の関数として、対象物１０４３から
例示的除去可能被覆１０４１を除去するために必要な貼付力または抵抗を図式的に描写す
る。図３９では、「段階０」は、図３５に対応し、「段階１」は、図３６に対応し、「段
階２」は、図３７に対応し、「段階３」は、図３８に対応する。
【００６６】
　この点において、本発明の例示的実施形態は、取着された受容表面の２つ以上の表面と
界面接触する、延在部によって、力ベクトルに沿った被覆除去に対する抵抗力の変化をも
たらす、除去可能被覆を包含する。中心区画は、接着されず、中心区画を剥離角度９０～
１８０度で剥離するために利用可能である、タブを含む。側方区画は、中心区画と連続し
、中心区画を剥離した同一の力ベクトルに対する剪断抵抗を呈する、二次受容表面に接着
される。側方区画は、側方区画が、角度９０～１８０度で剥離するように、二次受容表面
に接着されない、二次タブを呈してもよい。
【００６７】
　図４０は、例示的除去可能被覆１０５１および対象物１０５３の側面図を描写し、図４
１は、対象物１０５３上に位置付けられる、図４０の例示的除去可能被覆１０５１の側面
図を描写する。対象物１０５３は、受容表面１０５２（例えば、接着層）を含む。例示的
除去可能被覆１０５１の各側（すなわち、左側または右側）は、同一の構成要素を有する
。除去可能被覆１０５１は、側方支持材区画１０５４および中心支持材区画１０５５を含
む。中心支持材区画１０５５は、受容表面１０５２に接着されない、中心タブ１０５５Ａ
と、受容表面１０５２に接着される、第１の接着区画１０５５Ｂとを含む。
【００６８】
　側方支持材区画１０５４は、受容表面１０５２に接着されない、第１の遊離区画１０５
６（例えば、二次タブ）と、第２の遊離区画１０５８とを含む。側方支持材区画１０５４
はまた、中心支持材区画の第１の接着区画１０５５Ｂに接着される（例えば、接着層１０
５０を介して）、第１の接着区画１０５７と、対象物１０５３の上部表面に接着される（
例えば、接着層１０５０を介して）、第２の接着区画１０５９とを含む。示されるように
、側方支持材区画１０５４は、対象物１０５３の外側縁の周囲に巻着する。
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【００６９】
　図４２は、例示的除去可能被覆１０６１および対象物１０６３の側面図を描写する。例
示的除去可能被覆１０６１の各側（すなわち、左側または右側）は、同一の構成要素を有
する。例示的除去可能被覆１０６１は、接着層１０６０を含む。例示的除去可能被覆１０
６１はまた、接着層１０６０を介して、対象物１０６３に接着する、第１の接着区画１０
６６、第２の接着区画１０６７、および第３の接着区画１０６８を含む。図４４を参照さ
れたい。加えて、例示的除去可能被覆１０６１は、第１の遊離区画１０６５および第２の
遊離区画１０６９を含む。図４３に示されるように、第１の遊離区画１０６５および第２
の遊離区画１０６９は、折畳され、接着層１０６０上に巻着され、タブを生成してもよい
。第１の遊離区画１０６５および第２の遊離区画１０６９を接着層１０６０上に折畳する
ことによって、例示的除去可能被覆１０６１が、対象物１０６３に貼付されると、第１の
遊離区画１０６５および第２の遊離区画１０６９は、対象物１０６３に接着されない。図
４４を参照されたい。図４４に示されるように、除去可能被覆１０６１は、表面上に載置
される必要があるまで、対象物１０６３を保護し得る。
【００７０】
　例えば、図４５は、表面１０６２に貼付されるときの図４２－４４の例示的除去可能被
覆１０６１および対象物１０６３の側面図を描写する。図４４に示される構成から開始し
、除去可能被覆１０６１の左側または右側の第１の遊離区画１０６５が、把持され、剥離
され、第１の接着区画１０６６を対象物１０６３の底部表面から除去してもよい。対象物
１０６３の底部表面は、次いで、表面１０６２上に載置されてもよい。対象物１０６３を
表面１０６２に押下または固着するために（例えば、糊またはセメント等の接着剤を乾燥
または固化させるために）、第１の接着区画１０６６は、対象物１０６３に隣接する表面
１０６２の一部に接着されてもよい（例えば、接着層１０６０を介して）。
【００７１】
　例示的実施形態では、除去可能被覆１０６１は、対象物１６０３の表面１０６２上への
貼付または載置を促進する、マーキング（例えば、グリッド線、指標、および／または整
合マーキング）を含んでもよい。マーキングは、除去可能被覆１０６１の外側表面（すな
わち、対象物１０６３に面していない表面）上に印刷されてもよい。図４５の例示的実施
形態に関して説明されるが、そのようなマーキングは、本明細書に開示される例示的除去
可能被覆および／または対象物のいずれに含まれてもよい。典型的には、マーキングは、
除去プロセスの間、除去可能被覆の上方から可視である、除去可能被覆の表面に印刷され
る。この点において、マーキングは、表面視覚的誘導を提供することによって、除去プロ
セスの間、表面上における除去可能被覆および／または対象物のユーザの整合を促進し得
る。
【００７２】
　したがって、本発明の例示的実施形態は、１つ以上の構成要素から作製され得る、側方
区画および中心区画を含む、除去可能被覆を包含する。示されるように、除去可能被覆の
中心区画（一次受容表面を覆う）が、個別の接着層を含むとき、同一の接着層（９０～１
８０度の剥離角度で除去される）は、第３の受容表面に再接着されてもよい。
【００７３】
　図４６は、例示的除去可能被覆１０７１と、受容表面１０７２（例えば、接着層）およ
び中心パッド１０７０を含む、対象物１０７３との側面図を描写する。例示的除去可能被
覆１０７１の各側（すなわち、左側または右側）は、同一の構成要素を有する。除去可能
被覆１０７１は、側方支持材区画１０７４および中心支持材区画１０７５を含む。中心支
持材区画１０７５は、受容表面１０７２に接着されない、中心タブ１０７５Ａと、受容表
面１０７２に接着される、第１の接着区画１０７５Ｂとを含む。側方支持材区画１０７４
は、受容表面１０７２に接着されない、第１の遊離区画１０７６（例えば、二次タブ）と
、第２の遊離区画１０７８とを含む。描写される第１の遊離区画１０７６は、それ自体に
折畳され、接着層によって継合される区画から形成される。側方支持材区画１０７４はま
た、中心支持材区画の第１の接着区画１０７５Ｂに接着される（例えば、接着層を介して



(21) JP 2017-221746 A 2017.12.21

10

20

30

40

50

）、第１の接着区画１０７７と、対象物１０７３の上部表面に接着される（例えば、接着
層を介して）、第２の接着区画１０７９とを含む。示されるように、側方支持材区画１０
７４は、対象物１０７３の外側縁の周囲に巻着する。
【００７４】
　図４７は、折畳の段階における、図４６の例示的除去可能被覆１０７１および対象物１
０７３の側面図を描写する。特に、第１の遊離区画１０７６（例えば、二次タブ）は、第
２の接着区画１０７９の上部表面上に折畳されている。加えて、左および右の中心タブ１
０７５Ａは、第１の接着区画１０７５Ｂの底部または外側表面上に折畳されている。
【００７５】
　図４８は、折畳のさらなる段階における、図４６の例示的除去可能被覆１０７１および
対象物１０７３の側面図を描写する。特に、除去可能被覆１０７１および対象物１０７３
の右側は、第１の遊離区画１０７６が、対象物１０７３の中心部分の上に来るように、パ
ッド１０７０の右縁を中心として位置する折畳軸の周囲において、上向きに折畳されてい
る。
【００７６】
　図４９は、折畳のさらなる段階における、例示的包装システム２０００内の図４６の例
示的除去可能被覆１０７１および対象物１０７３の側面図を描写する。特に、除去可能被
覆１０７１および対象物１０７３の左側は、第１の遊離区画１０７６が、（ｉ）除去可能
被覆１０７１の右側と、（ｉｉ）対象物１０７３の中心部分との上に来るように、パッド
１０７０の左縁を中心として位置する折畳軸の周囲において、上向きに折畳されている。
他の例示的実施形態では、除去可能被覆１０７１および対象物１０７３の左側は、除去可
能被覆１０７１および対象物１０７３の右側の前に折畳されてもよい。折畳された除去可
能被覆１０７１および対象物１０７３は、包装システム２０００内にある。
【００７７】
　包装システム２０００は、接着層２００１によって継合されてもよく、またはそうでな
くてもよい、２つの部品、左側外筒２０００Ａおよび右側外筒２０００Ｂを含む。外筒２
０００Ａおよび２０００Ｂはそれぞれ、それぞれ、上側２００３Ａおよび２００３Ｂと底
側２００２Ａおよび２００２Ｂとを含む。
【００７８】
　例示的除去可能被覆１０７１および包装システム２０００は、対象物１０７３およびそ
の受容表面１０７２の載置を促進するようにともに機能する。この点において、各中心支
持材区画の中心タブ１０７５Ａ（すなわち、除去可能被覆１０７１の左および右部分上の
）は、典型的には、包装システム２０００の各個別の底側２００２Ａまたは２００２Ｂに
接着される。ユーザが、左および右側外筒２０００Ａおよび２０００Ｂを相互に引張する
と、除去可能被覆の中心支持材区画１０７５も、同様に、少なくとも部分的に、除去され
る。加えて、天然バネ張力が、上側２００３Ａおよび２００３Ｂが離れるにつれて、除去
可能被覆１０７１および対象物１０７３の左側または右側を展開させる。対象物１０７３
および受容表面１０７２が載置されると、各側の第１の遊離区画１０７６は、側方支持材
区画１０７４および除去可能被覆１０７１を除去するように係合されてもよい。
【００７９】
　この点において、本発明の例示的実施形態は、可撓性対象物に沿って、受容表面に取着
され、接続された包装によって囲繞され得る、種々の機構によって、力ベクトルに沿った
除去に対する抵抗の変化をもたらす、除去可能被覆を包含する。可撓性対象物および除去
可能被覆は、より小さいパッケージ寸法および材料のために、折畳されてもよい。統合さ
れた包装の除去は、同時に、可撓性対象物を展開させ、前述のように剥離することによっ
て、被覆を除去する。剥離抵抗を増加させる、任意の機構が、本実施形態に統合するため
に利用可能である。
【００８０】
　図５０は、２つの例示的除去可能被覆１１０１Ａおよび１１０１Ｂと、受容表面１１０
２（例えば、接着層）を有する、対象物１１０３との側面図を描写する。示されるように
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、本発明による、例示的除去可能被覆は、対象物１１０３の左の例示的除去可能被覆１１
０１Ａのように（例えば、受容表面１１０２が、接着層である、または接着層を介すると
き）、対象物１１０３の上部に、または右の例示的除去可能被覆１１０１Ｂのように、底
部に、接着してもよい（例えば、接着層１０００を介して）。示されるように、例示的除
去可能被覆１１０１Ａおよび１１０１Ｂはそれぞれ、それぞれ、対象物１１０３または受
容表面１１０２に接着されない、第１の遊離区画１１０４Ａおよび１１０４Ｂを含む。例
示的除去可能被覆１１０１Ａおよび１１０１Ｂはまたそれぞれ、それぞれ、対象物１１０
３および受容表面１１０２に接着される、それぞれ、第１の接着区画１１０５Ａおよび１
１０５Ｂを含む。除去可能被覆の相対的弾性品質または対象物の相対的弾性に関連して、
接着場所（すなわち、対象物の上部または底部）を変更することによって、除去可能被覆
の剥離機構が、制御されてもよい。
【００８１】
　例えば、図５１および５２は、対象物１０８３およびその接着層１０８２より低弾性（
すなわち、低可撓性、低拡張可能性、および／またはより剛性）である、例示的除去可能
被覆１０８１を描写する。例示的除去可能被覆１０８１は、対象物１０８３に接着されな
い、第１の遊離区画１０８４と、対象物１０８３の底部表面（すなわち、受容表面１１０
２）に接着される、第１の接着区画１０８５とを含む。
【００８２】
　図５２では、張力が、第１の遊離区画１０８４に印加される。対象物１０８３およびそ
の接着層１０８２は、除去可能被覆１０８１より弾性（すなわち、より可撓性、より拡張
可能性、および／または低剛性）であるため、変形する。本変形および弾性の差異の組み
合わせは、第１の接着区画１０８５の遊離端（すなわち、第１の遊離区画１０８４への接
続と反対の端部または描写されるように左端）を、第１の接着区画１０８５の残部の前に
、接着層１０８２から剥離させる。言い換えると、接着層１０８２からの剪断引張強度抵
抗は、最初に、除去力が印加される場所から最も離れた、除去可能被覆１０８１の部分（
すなわち、第１の遊離区画１０８４の遊離端）において克服される。典型的には、接着層
１０８２は、本例示的実施形態では、除去後、対象物１０８３上に残留する。
【００８３】
　別の実施例として、図５３および５４は、対象物１０９３および接着層１０９０より弾
性（すなわち、より可撓性、より拡張可能性、および／または低剛性）である、例示的除
去可能被覆を描写する。例示的除去可能被覆は、対象物１０９３に接着されない、第１の
遊離区画１０９４と、接着層１０９０によって、対象物１０８３の上部表面に接着される
、第１の接着区画１０９５とを含む。
【００８４】
　図５４では、張力が、第１の遊離区画１０９４に印加される。除去可能被覆１０９１は
、対象物１０９３より弾性（すなわち、より可撓性、より拡張可能性、および／または低
剛性）であるため、除去可能被覆１０９１は、変形する（例えば、伸展する）。本変形お
よび弾性の差異の組み合わせは、第１の遊離区画１０９４に接続される、第１の接着区画
１０９５の端部（すなわち、描写されるように左端または遊離端と反対の端部）を、第１
の接着区画１０９５の残部の前に、対象物１０９３から剥離させる。言い換えると、接着
層１０９０からの剪断引張強度抵抗は、最初に、除去力が印加される場所に最も近い、除
去可能被覆１０９１の部分（すなわち、第１の遊離区画１０９４の遊離端）において、克
服される。典型的には、接着層１０９０は、除去後、除去可能被覆１０９１上に残留し、
本例示的実施形態では、除去可能被覆１０９１と同様に変形する。
【００８５】
　この点において、本発明の例示的実施形態は、除去可能被覆と取着された受容表面との
間の異なる拡張性特性によって、力ベクトルに沿った被覆除去に対する抵抗力の変化をも
たらす、除去可能被覆を包含する。剥離抵抗を増加させる、任意の機構が、本実施形態に
統合するために利用可能であって、拡張特徴を被覆上または受容表面を有する対象物上に
組み込んでもよい。除去可能被覆の側方区画（剪断力を被る）が、受容表面より弾性であ
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る場合、力ベクトルは、受容表面の側方終端から開始し、中心まで前進する、漸進的剪断
破壊を生じさせるであろう。除去可能被覆の側方区画（剪断力を被る）が、受容表面ほど
弾性ではない場合、力ベクトルは、受容表面の中心終端から開始し、側方に前進する、漸
進的剪断破壊を生じさせるであろう。
【００８６】
　対象物からの除去可能被覆の除去に対する抵抗は、接着区画に沿った異なる場所におい
て、除去可能被覆の靭性または可撓性を変動させることによって、変更されてもよい。例
えば、図５５は、例示的包装システム２０００と、除去可能被覆１１１１と、受容表面１
１１２（例えば、接着層）を有する、対象物１１１３との側面図を描写する。例示的除去
可能被覆１１１１の各側（すなわち、左側または右側）は、対象物１１１３の受容表面１
１１２に接着されない、一次タブ１１１４（例えば、中心終端または遊離区画）と、側方
補強区画１１１７と、接着層１１１６とを含む。除去可能被覆１１１１はまた、受容表面
１１１２に接着される、中心区画１１１５（例えば、接着区画）を含む。側方補強区画１
１１７は、接着層１１１６を介して、中心区画１１１５の底部表面に接着される。
【００８７】
　包装システム２０００は、接着層２００１によって継合されてもよく、またはそうでな
くてもよい、２つの部品、左側外筒２０００Ａおよび右側外筒２０００Ｂを含む。外筒２
０００Ａおよび２０００Ｂはそれぞれ、それぞれ、上側２００３Ａおよび２００３Ｂと底
側２００２Ａおよび２００２Ｂとを含む。
【００８８】
　例示的除去可能被覆１１１１および包装システム２０００は、対象物１１１３およびそ
の受容表面１１１２の載置を促進するようにともに機能する。この点において、各一次タ
ブ１１１４（すなわち、除去可能被覆１１１１の左および右部分上の）は、典型的には、
包装システム２０００の各個別の底側２００２Ａまたは２００２Ｂに接着される（例えば
、示されるように、接着層１１１８を介して）。
【００８９】
　図５６－５８は、異なる除去の段階における、図５５の例示的除去可能被覆１１１１、
対象物１１１３、および包装システム２０００の側面図を描写する。図５６に示されるよ
うに、ユーザが、左および右側外筒２０００Ａおよび２０００Ｂを相互に引張すると、除
去可能被覆１１１１も、同様に、除去される。最初に、中心区画１１１５が、受容表面１
１１２から除去されるにつれて、１８０度剥離強度抵抗が、存在する。中心区画１１１５
の第１の部分が、図５７に示されるように、除去された後、剥離強度抵抗は、側方補強区
画１１１７および接着層１１１６のため、増加する。より厚い区画（すなわち、側方補強
区画１１１７および接着層１１１６）は、（ｉ）より薄い区画において、１８０度剥離よ
り９０度剥離に近い剥離角度を要求することによって、および／または（ｉｉ）受容表面
１１１２から同時に剥離されなければならない、中心区画１１１５の側方部分の面積を増
加させることによって、剥離強度抵抗を増加させ得る。
【００９０】
　このような可変剥離強度抵抗は、種々の技法を使用して、達成されることができる。例
えば、除去可能被覆の積層区画ではなく（例えば、図６１の左半分に示されるように）、
除去可能被覆の一部の厚さが、増加または減少されてもよい。厚さの変動は、徐々に、段
階的に、または急に、平滑から急峻範囲までの抵抗変化をもたらし得る。さらに、抵抗変
化が生じる、受容表面に沿った場所は、変動してもよい。例えば、抵抗変化は、受容表面
に接着される、除去可能被覆の部分の中央における厚さ変化のため、生じてもよい（例え
ば、図６１の右半分に示されるように）。
【００９１】
　この点において、本発明の例示的実施形態は、除去可能被覆の可撓性の変化によって、
力ベクトルに沿った被覆除去に対する抵抗力の変化をもたらす、除去可能被覆を包含する
。除去可能被覆の側方縁が、より剛性である場合、パッケージが分離されるにつれて、除
去可能被覆の中心区画が、９０～１８０度剥離角度で剥離される、段階１（例えば、図５
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６）では、剥離角度は、一時的に、より低くなり、剥離に対してより多くの抵抗が、存在
する。
【００９２】
　図３４に関して前述に記載のように、可変剥離強度抵抗は除去可能被覆のテクスチャを
変動させることによって、達成されることができる。例示的除去可能被覆はまた、可変剥
離コーティング（例えば、接着に対する可変抵抗を提供するため）を含むことによって、
可変剥離強度抵抗が達成されてもよい。例えば、図５９は、例示的対象物１１２３と、接
着層１１２２と、２つの例示的除去可能被覆１１２１Ａおよび１１２１Ｂとの斜視図を描
写する。例示的除去可能被覆１１２１Ａおよび１１２１Ｂはそれぞれ、一次タブ１１２４
（例えば、中心終端または遊離区画）と、中心区画１１２５とを含む。陰影は、より多い
またはより少ない剥離コーティングの面積を識別する。すなわち、より暗い面積は、より
多い剥離コーティングを示し、より明るい面積は、より少ない剥離コーティングを示す。
【００９３】
　故に、除去可能被覆１１２１Ａが、一次タブ１１２４を引張することによって除去され
るにつれて、最初に、低剥離強度抵抗が存在し、中間剥離強度抵抗が続き、最後に、高剥
離強度抵抗となる。言い換えると、除去プロセスの間、除去可能被覆１１２１Ａを除去す
るために、ますます大きな力を要求する。
【００９４】
　除去可能被覆１１２１Ｂが、一次タブ１１２４を引張することによって除去されるにつ
れて、最初に、高剥離強度抵抗が存在し、低剥離強度抵抗が続き、次いで、中間剥離強度
抵抗、次いで、高剥離強度抵抗、最後に、低剥離強度抵抗となる。
【００９５】
　前述のように、図６１は、２つの例示的除去可能被覆および対象物の側面図を描写し、
支持材の層を積層し、抵抗増加の場所を変化させることによって、可変抵抗を達成可能な
構成を図示する。
【００９６】
　図６０の左側グラフは、接着層の中点からの距離の関数として、図５９および６１の左
側除去可能被覆を除去するために要求される力を図式的に描写する。図６０の右側グラフ
は、接着層の中点からの距離の関数として、図６１の右側除去可能被覆を除去するために
要求される力を図式的に描写する。両グラフのｘ-軸上の単位は、任意である。
【００９７】
　除去可能被覆の除去に対する抵抗を変動させるためのさらに別の技法は、図１１-２２
に関して説明されるもの等のループを採用する。特に、所与のループの長さを増加させる
ことは、剪断剥離強度抵抗である、抵抗の割合を増加させることによって、除去に対する
抵抗を増加させるであろう。逆に言えば、所与のループの長さを減少させることは、剪断
剥離強度抵抗である、抵抗の割合を減少させることによって、除去に対する抵抗を減少さ
せるであろう。
【００９８】
　除去可能被覆の除去に対する抵抗を変動させるためのさらに別の技法は、例えば、図１
-１０に関して説明されるもの等の折目を採用する。特に、所与の折目の長さを増加させ
ることは、剪断剥離強度抵抗である、抵抗の割合を増加させることによって、除去に対す
る抵抗を増加させるであろう。逆に言えば、所与の折目の長さを減少させることは、剪断
剥離強度抵抗である、抵抗の割合を減少させることによって、除去に対する抵抗を減少さ
せるであろう。
【００９９】
　除去可能被覆と包装システムとの間の相互作用はまた、除去に対する可変抵抗を達成し
得る。例えば、図６２は、例示的包装システムの俯瞰図を描写する。包装システムは、テ
クスチャ加工された面積によって示されるように、外側縁において、相互に接着される、
上部表面および底部表面を有する。白色空間および点線は、上部表面と底部表面との間の
遊離内側空間を示す。示されるように、遊離空間は、左および右縁近傍の幅Ｗから中央線
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近傍の幅ｔへと先細となる。左および右部分（すなわち、中央線によって分離されるよう
に）は、中央線において、相互に接着されてもよく、またはそうでなくてもよい。
【０１００】
　図６３は、例示的除去可能被覆および／または対象物の俯瞰図を描写する。除去可能被
覆および／または対象物の左および右半分は、達成され得る可変抵抗を例証するために異
なる。
【０１０１】
　図６４は、包装システムの中点からの距離の関数として、図６３の除去可能被覆の左右
側に対する、図６３の除去可能被覆から図６２の包装システムを除去するために要求され
る力を図式的に描写する。示されるように、包装システム内の遊離空間の先細幅と相互作
用するにつれた除去可能被覆および／または対象物の形状は、除去に対する抵抗を変動さ
せる。
【０１０２】
　この点において、本発明の例示的実施形態は、除去可能被覆のテクスチャを変動させる
ことによって、あるいは徐々にまたは段階的変化において、対象物を受容することによっ
て、力ベクトルに沿った被覆除去に対する抵抗力の変化をもたらす、除去可能被覆を包含
する。より粗いテクスチャの区域は、接着表面積減少のため、あまり接着性ではなく、対
照的に、より平滑な区域は、より接着性である。
【０１０３】
　図６５は、例示的包装システム内の例示的除去可能被覆および／または対象物の俯瞰図
を描写する。図６２におけるように、包装システムは、テクスチャ加工された面積によっ
て示されるように、外側縁において、相互に接着される、上部表面および底部表面を有す
る。除去可能被覆および／または対象物は、上部表面と底部表面との間の遊離内側空間内
に示される。本描写される実施形態では、あまり抵抗変動がなく、変動は、包装システム
ならびに除去可能被覆および／または対象物が、（ｉ）幅変動が減少し、（ｉｉ）輪郭（
すなわち、包装システムの接着縁と除去可能被覆および／または対象物の幅の）が整合さ
れたため、図６２-６４におけるよりも急ではない。
【０１０４】
　図６６は、本体区画３００２と、二次引張タブ３００３と、本体区画３００２内の開口
部３００４とを含む、例示的除去可能被覆３００１の俯瞰図を描写する。図６７は、初期
折畳軸を伴う、図６６の例示的除去可能被覆３００１の斜視図を描写する。
【０１０５】
　図６８は、二次引張タブ３００３が、図６７に示される初期折畳軸を覆って折畳された
後の例示的除去可能被覆３００１の斜視図を描写する。二次引張タブ３００３の端部は、
本体区画３００２内の開口部３００４に通過される。図６８はまた、第２の折畳軸を示す
。
【０１０６】
　図６９は本体区画３００２、開口部３００４、および二次引張タブ３００３の左部分が
、第２の折畳軸を覆って折畳された後の例示的除去可能被覆３００１の斜視図を描写する
。描写されるように、二次引張タブ３００３は、除去可能被覆３００１の左に外向きに延
在する。
【０１０７】
　図７０Ａは、図６７－６９に描写される段階において製造されるときの例示的除去可能
被覆３００１および対象物３００８の斜視図を描写する。対象物３００８は、除去可能被
覆３００１に接着されてもよい（例えば、接着層を介して）。本体区画３００２の右部分
は、下向きに折畳され、一次引張タブ３００５を形成する。
【０１０８】
　図７０Ｂは、二次引張タブ３００３が、対象物３００８の外側縁の周囲において折畳さ
れた後の図７０Ａの例示的除去可能被覆３００１および対象物３００８の斜視図を描写す
る。二次引張タブ３００３は、対象物３００８に接着されてもよく（例えば、接着層を介
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して）、対象物３００８に接着されない、別のタブ（図示せず）を含んでもよい。
【０１０９】
　図７１は、本体区画３０１２と、二次引張タブ３０１３と、３つの線形開口部によって
、本体区画３００２内に形成されたフラップ区画３０１４とを含む、例示的除去可能被覆
３０１１の俯瞰図を描写する。図７２は、２つの初期折畳移動を伴う、図７１の例示的除
去可能被覆３０１１の斜視図を描写する。
【０１１０】
　図７３は、二次引張タブ３０１３が、フラップ区画３０１４下に折畳された後の除去可
能被覆３０１１の斜視図を描写する。図７４に示されるように、二次引張タブ３０１３は
、さらに引張され、本体区画３０１２の左部分は、フラップ区画３０１４下に折畳される
。
【０１１１】
　図７５は、二次引張タブ３０１３が、本体区画３０１２の左部分の周囲において、それ
自体に折畳された後の除去可能被覆３０１１の斜視図を描写する。描写されるように、二
次引張タブ３００３は、除去可能被覆３００１の左に外向きに延在する。対象物は、本体
区画３０１２およびフラップ区画３０１４の上部に載置されてもよく、二次引張タブは、
対象物の外側縁の周囲に折畳されてもよく、および／または本体区画３０１２の右部分は
、下向きに折畳され、一次引張タブ（図示せず）を形成してもよい。
【０１１２】
　図７６は、例示的除去可能被覆の中心区画３０２１の斜視図を描写する。中心区画３０
２１は、取着区画３０２３と、本体区画３０２２と、本体区画３０２２内の開口部３０２
４とを含む。示されるように、取着区画３０２３は、初期折畳軸を覆って折畳される。
【０１１３】
　図７７は、取着区画３０２３が、図７６に示される初期折畳軸を覆って折畳された後の
中心区画３０２１の斜視図を描写する。図７７はまた、第２の折畳軸を示す。
【０１１４】
　図７８は、取着区画３０２３が、図７７に示される第２の折畳軸を覆って折畳された後
の中心区画３０２１の斜視図を描写する。示されるように、取着区画３０２３の一部は、
開口部３０２４内に位置付けられる。
【０１１５】
　図７９は、中心区画３０２１と、受容表面３０２９（例えば、接着層）を伴う、対象物
３０２８との斜視図を描写する。
【０１１６】
　図８０は、中心区画３０２１と、対象物３０２８と、延在区画３０２７との斜視図を描
写する。示されるように、対象物３０２８および受容表面３０２９は、中心区画の取着区
画３０２３および本体区画３０２２上に位置付けられる。対象物３０２８は、中心区画３
０２に接着されてもよい（例えば、接着層を介して）。本体区画３０２２の右部分は、下
向きに折畳され、一次引張タブ３０２５を形成する。
【０１１７】
　延在区画３０２７は、延在部本体３０２７Ｂと、延在部取着部３０２７Ａとを含む。延
在部取着部３０２７Ａは、典型的には、開口部３０２４内に位置付けられる、取着区画３
０２３の一部に接着される。延在区画３０２７は、対象物３０２８の縁の周囲に折畳され
てもよく、また、対象物３０２８の上部表面に接着されてもよい（例えば、接着層を介し
て）。
【０１１８】
　図７６-８０では、中心区画３０２１および延在区画３０２７は、例示的除去可能被覆
としてともに機能することができる。示されるように、例示的除去可能被覆は、対象物に
貼付されることができる。しかしながら、図７６-８０による、２つの除去可能被覆が、
ともに使用されることもでき、一方は、図７６-８０に示される配向にあって、一方は、
本体区画３０２２の右縁の周囲の同一の平面において、１８０度回転される。この点にお
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いて、同一の左側または右側を有する、単一のより大きな除去可能被覆が、より大きな対
象物上で使用されることもできる。
【０１１９】
　例えば、図８１は、受容表面３０２９（例えば、接着層）を有する、そのような除去可
能被覆および対象物３０２８の側面図を描写する。言い換えると、除去可能被覆の左側ま
たは右側はそれぞれ、中心区画３０２１および延在区画３０２７を含む。中心区画３０２
１は、取着区画（図示せず）と、本体区画３０２２と、本体区画３０２２内の開口部（図
示せず）と、一次引張タブ３０２５とを含む。延在区画３０２７は、延在部本体３０２７
Ｂと、延在部取着部３０２７Ａとを含む。図８１に示されるように、延在区画３０２７は
、対象物３０２８の縁の周囲に折畳される。
【０１２０】
　図８２は、除去の段階における、図８１の例示的除去可能被覆および対象物３０２８の
側面図を描写する。特に、中心区画の一次引張タブ３０２５は、１８０度剥離強度抵抗を
克服するための力によって引張され、中心区画の本体区画３０２２は、受容表面３０２９
からさらに除去されている。
【０１２１】
　図８３は、さらなる除去の段階における、図８１の例示的除去可能被覆および対象物３
０２８の側面図を描写する。特に、中心区画の一次引張タブ３０２５は、受容表面３０２
９に接着された第２の折畳軸（図７７および７８参照）を覆って折畳された取着区画３０
２３の一部を残して、その完全延在状態まで引張されている。本位置では、中心区画３０
２１の両端を引張する力に対して、剪断剥離強度抵抗が、存在する。
【０１２２】
　図８４は、さらなる除去の段階における、図８１の例示的除去可能被覆および対象物の
側面図を描写する。特に、延在区画３０２７は、対象物３０２８を覆って折畳された延在
部本体３０２７Ｂの一部を引張することによって係合されている。中心区画３０２１およ
び延在区画３０２７の取着部の周囲における折畳構成のため、除去可能被覆を除去するた
めに要求される力は、１８０度剥離強度抵抗を克服しなければならない。
【０１２３】
　この点において、本発明の例示的実施形態は、被覆が取着する、異なる対象物の表面上
において、剥離抵抗を変動させる貫通構造体によって、力ベクトルに沿った被覆除去に対
する抵抗力の変化をもたらす、除去可能被覆を包含する。
【０１２４】
　図８５は、例示的包装システム２０１０と、除去可能被覆１１３１と、受容表面１１３
２（例えば、接着層）を有する、対象物１１３３との側面図を描写する。例示的除去可能
被覆１１３１の各側（すなわち、左側または右側）は、対象物１１３３の受容表面１１３
２に接着されない、一次タブ１１３４（例えば、中心終端または遊離区画）および延在区
画１１３６を含む。除去可能被覆１１３１はまた、受容表面１１３２に接着される、中心
区画１１３５（例えば、接着区画）を含む。
【０１２５】
　示されるように、延在区画１１３６は、対象物１１３３の外側縁を越えて延在する。延
在区画１１３６は、包装システム２０１０と相互作用し、完全除去に対して付加的抵抗を
もたらし、種々の形状を有してもよい（上から見て）。
【０１２６】
　包装システム２０１０は、接着層２０１１によって継合されてもよく、またはそうでな
くてもよい、２つの部品、左側外筒２０１０Ａおよび右側外筒２０１０Ｂを含む。外筒２
０１０Ａおよび２０１０Ｂはそれぞれ、それぞれ、上側２０１３Ａおよび２０１３Ｂおよ
び底側２０１２Ａおよび２０１２Ｂを含む。
【０１２７】
　例示的除去可能被覆１１３１および包装システム２０１０は、対象物１１３３およびそ
の受容表面１１３２の載置を促進するようにともに機能する。この点において、各一次タ
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ブ１１３４（すなわち、除去可能被覆１１３１の左および右部分上の）は、典型的には、
包装システム２０１０の各個別の底側２０１２Ａまたは２０１２Ｂに接着される（例えば
、示されるように、接着層１１３８を介して）。
【０１２８】
　図８６-８８は、異なる除去の段階における、図８５の例示的除去可能被覆１１３１、
対象物１１３３、および包装システム２０１０の側面図を描写する。図８６に示されるよ
うに、ユーザが、左および右側外筒２０１０Ａおよび２０１０Ｂを相互に引張すると、除
去可能被覆１１３１も、同様に、除去される。最初に、中心区画１１３５が、受容表面１
１３２から除去されるにつれて、１８０度剥離強度抵抗が、存在する。論じられるように
、延在区画１１３６は、包装システム２０１０と相互作用し、完全除去に対する付加的抵
抗をもたらす。図８７は、本例示的実施形態において、延在区画１１３６が、包装システ
ム２０１０と相互作用し始める瞬間を描写する。特に、延在区画１１３６は、包装システ
ム２０１０内に捕捉され、それによって、中心区画１１３５が、受容表面１１３２から除
去される前に、除去に対する抵抗を増加させる。本除去の段階において、除去に対する抵
抗を増加させることによって、ユーザは、除去可能被覆１１３１および包装システム２０
１０を完全に除去する前に、より容易に、対象物を表面に貼付し得る。
【０１２９】
　図８９-９２は、それぞれ、図８５-８８に描写される、異なる除去の段階における、例
示的包装システム２０１０、除去可能被覆１１３１、および対象物１１３３の俯瞰図を描
写する。この点において、その個別の上側２０１３Ａおよび２０１３Ｂを伴う、左側外筒
２０１０Ａおよび右側外筒２０１０Ｂを含む、包装システム２０１０が、示される。最外
点線は、所与の外筒の上側と底側との間の包装システム２０１０の接着された部分内の遊
離空間２０１４Ａおよび２０１４Ｂを示す（また、図８５-８８参照）。点線を越えると
、外筒の上側および底側は、相互に接着される。内部点線は、延在区画１１３６および対
象物１１３３の場所を示す。除去可能被覆１１３１の他の構成要素（例えば、中心区画１
１３５および一次タブ１１３４）は、対象物１１３３の下方にあって、したがって、図８
９または９０には示されない。
【０１３０】
　示されるように、延在区画１１３６は、先細形状を有し、遊離空間２０１４Ａおよび２
０１４Ｂは、各外筒２０１０Ａおよび２０１０Ｂの中心縁近傍において、幅が先細になる
。図９１に示されるように、ユーザが、左側および右側外筒２０１０Ａおよび２０１０Ｂ
を相互に引張すると、延在区画１１３６は、包装システム２０１０内の遊離空間２０１４
Ａおよび２０１４Ｂの先細部分に衝合する。図９１では、中心区画１１３５の一部は、延
在区画１１３６の外側に延在して示される。論じられるように、延在区画１１３６および
包装システム２０１０の本相互作用は、除去に対する抵抗を増加させ、ユーザによる対象
物１１３３の載置および貼付を促進する。本点における延在区画１１３６間の除去に対す
る抵抗は、剪断剥離強度抵抗に相当する一方、中心区画１１３５と受容表面１１３２との
間の除去に対する抵抗は、より弱い１８０度剥離強度抵抗である。
【０１３１】
　図９２に示されるように、延在区画１１３６は、包装システム２０１０内の遊離空間２
０１４Ａおよび２０１４Ｂの先細部分を押し開け得る、または延在区画１１３６は、包装
システム２０１０の中心縁を通過するように変形し得る。
【０１３２】
　包装システムと相互作用する、延在区画は、種々の形状を有し、可変除去抵抗をもたら
すことができ、対象物の上部に接着されてもよい。例えば、図９３および９４は、例示的
延在区画４００１の斜視図を描写する。示されるように、延在区画４００１は、本体区画
４００２と、抵抗特徴４００３と、引張タブ４００４とを含む。図９３における延在区画
の抵抗特徴４００３は、それが相互作用する包装の把持（すなわち、円形内）に対応する
ように成形される。図９４における延在区画の抵抗特徴４００３は、本体区画４００２の
中央に位置し、図９３における延在区画の抵抗特徴４００３と比較して、除去プロセスに
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おいて、より早い段階で抵抗をもたらす。代替として、本体区画４００２の長さは、増加
または減少されてもよく、あるいは延在区画４００１の対象物または除去可能被覆上への
載置は、除去プロセスの所与の段階において、抵抗増加を達成するように変動されてもよ
い。
【０１３３】
　図９５は、例示的除去可能被覆１１４１に接着された受容表面１１４２を有する、対象
物１１４３の上部表面に接着された２つの例示的延在区画４００１Ａおよび４００１Ｂの
斜視図を描写する。示されるように、延在区画４００１Ａおよび４００１Ｂはそれぞれ、
本体区画４００２Ａおよび４００２Ｂと、抵抗特徴４００３Ａおよび４００３Ｂと、引張
タブ４００４Ａおよび４００４Ｂとを含む。引張タブ４００４Ａおよび４００４Ｂは、延
在区画４００１Ａおよび４００１Ｂを対象物１１４３から除去するように係合されてもよ
い。代替として、引張タブ４００４Ａおよび４００４Ｂは、包装がユーザによって引張さ
れるにつれて、延在区画４００１Ａおよび４００１Ｂが除去されるように、包装に接着さ
れてもよい。
【０１３４】
　図９６-９７は、本体区画４０１２および抵抗特徴４０１３を含む、例示的２つの部品
から成る延在区画４０１１を描写する。示されるように、抵抗特徴４０１３は、本体区画
４０１２に接着され、図９７に示される２層区域を生成してもよい。
【０１３５】
　図９８-９９は、本体区画４０１２および異なる抵抗特徴４０１３を含む、別の例示的
２つの部品から成る延在区画４０１１を描写する。示されるように、抵抗特徴４０１３は
、本体区画４０１２に接着され、図９９に示される２層区域を生成してもよい。図９７に
おける２層区域と比較して、図９９における２層区域は、より小さく、製造利点または改
善された機能性を提供し得る。
【０１３６】
　図１００-１０１は、本体区画４０２２と、さらに、開口部４０２５を含む、抵抗特徴
４０２３とを含む、別の例示的２つの部品から成る延在区画４０２１を描写する。開口部
４０２５は、より小さい２層区域を提供し、製造利点または改善された機能性をもたらし
得る。
【０１３７】
　図１０２は、例示的除去可能被覆１１５１と、例示的延在区画４０３１と、受容表面１
１５２（例えば、接着層）を有する、対象物１１５３との側面図を描写する。例示的除去
可能被覆１１５１の各側（すなわち、左側または右側）は、同一の構成要素を有する。除
去可能被覆１１５１は、受容表面１１５２に接着されない、一次タブ１１５４と、受容表
面に接着される（例えば、接着層を介して）、第１の接着区画１１５５とを含む。示され
るように、一次タブ１１５４は、接着層１１５８を介して、補強区画１１５９に接着され
る。補強区画１１５９は、いくつかの例示的実施形態では、含まれなくてもよい。
【０１３８】
　例示的延在区画４０３１は、接着層１１５６を介して、除去可能被覆１１５１の各側の
側方部分（すなわち、除去可能被覆の第１の接着区画１１５５）に接着される。この点に
おいて、除去可能被覆の第１の接着区画１１５５および延在区画４０３１の重複および接
着された部分は、２層支持材を形成し、除去可能被覆の除去に対する抵抗に影響を及ぼす
。
【０１３９】
　図１０３は、包装システム２０２０内の図１０２の例示的除去可能被覆１１５１、例示
的延在区画４０３１、および対象物１１５３を描写する。包装システム２０２０は、接着
層２０２１によって継合されてもよく、またはそうでなくてもよい、２つの部品、左側外
筒２０２０Ａおよび右側外筒２０２０Ｂを含む。外筒２０２０Ａおよび２０２０Ｂはそれ
ぞれ、それぞれ、上側２０２３Ａおよび２０２３Ｂと、底側２０２２Ａおよび２０２２Ｂ
とを含む。
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【０１４０】
　例示的除去可能被覆１１５１、例示的延在区画４０３１、および包装システム２０２０
は、対象物１１５３およびその受容表面１１５２の載置を促進するようにともに機能する
。この点において、各補強区画１１５９（すなわち、除去可能被覆１１５１の左および右
部分上の）は、典型的には、包装システム２０２０の各個別の底側２０２２Ａまたは２０
２２Ｂに接着される。代替実施形態では、各一次タブ１１５４は、包装システム２０２０
の各個別の底側２０２２Ａまたは２０２２Ｂに接着される。
【０１４１】
　図１０４-１０６は、異なる除去の段階における、図１０２の例示的除去可能被覆１１
５１、対象物１１５３、例示的延在区画４０３１、および包装システム２０２０の側面図
を描写する一方、図１０７は、時間の関数として、対象物１１５３から例示的除去可能被
覆１１５１を除去するために必要な貼付力または抵抗を図式的に描写する。図１０７では
、「段階０」は、図１０２および１０３に対応し、「段階１」は、図１０４に対応し、「
段階２」は、図１０５に対応する。
【０１４２】
　図１０４に示されるように、ユーザが、左および右側外筒２０２０Ａおよび２０２０Ｂ
を相互に引張すると、除去可能被覆１１５１も、同様に、除去される。段階０後、左およ
び右側外筒２０２０Ａおよび２０２０Ｂの引き離しが続き、これは、中程度開放力の印加
を要求する。段階１は、１８０度剥離強度抵抗を克服するための力を要求する。
【０１４３】
　段階２では、要求される力は、１８０度剥離強度抵抗を克服するために要求される力か
ら、（ｉ）圧縮抵抗および（ｉｉ）１８０度剥離強度抵抗の増加を克服可能な力に遷移す
る。圧縮抵抗は、図６２-６５および８５-１０１に関して説明される、延在区画４０３１
と包装システム２０２０との間の相互作用の結果である。この点において、圧縮抵抗は、
延在区画４０３１の形状ならびに左および右側外筒２０２０Ａ内の遊離空間およびその構
造に依存する。故に、延在区画４０３１および左および右側外筒２０２０Ａは、特定の圧
縮力を達成するように設計されてもよい。
【０１４４】
　記載のように、段階２は、（ｉ）圧縮抵抗および（ｉｉ）１８０度剥離強度抵抗の増加
を克服可能な力を要求する。１８０度剥離強度抵抗の増加は、除去可能被覆の第１の接着
区画１１５５および延在区画４０３１の重複および接着された部分によって形成される、
２層支持材の結果である。例えば、図１０５を参照されたい。段階２後、圧縮抵抗および
１８０度剥離強度抵抗の増加は、克服される。
【０１４５】
　図１０８－１１２は、例示的延在区画４０４１および例示的除去可能被覆１１６１の俯
瞰図を描写する。描写される延在区画４０４１は、本体区画４０４２および抵抗特徴４０
４３を含む。図１０８に示されるように、延在区画４０４１が、除去可能被覆１１６１に
貼付されると、本体区画４０４２の少なくとも一部は、除去可能被覆１１６１と重複し、
重複区域４０４６を形成する。重複区域は、より厚いため、除去可能被覆１１６１または
抵抗特徴４０４３より硬性またはあまり変形可能ではない。重複区域４０４６の形状を変
動させることは、したがって、また、除去可能被覆１１６１および／または延在区画４０
４１が、包装と相互作用し、圧縮抵抗を生成するにつれて、除去に対する抵抗を変動させ
ることができる。
【０１４６】
　例えば、図１０９における重複区域４０４６は、図１１０における重複区域より広い。
故に、包装圧縮点における所与の幅の場合、図１０９の延在区画４０４１および除去可能
被覆１１６１は、図１０９の延在区画４０４１および除去可能被覆１１６１より圧縮抵抗
を提供するであろう。
【０１４７】
　さらに、圧縮抵抗が増加する率もまた、重複区域４０４６の形状を使用して、変動され



(31) JP 2017-221746 A 2017.12.21

10

20

30

40

50

ることができる。例えば、図１０９の重複区域４０４６は、重複区域４０４６が圧縮点に
到達するにつれて、圧縮抵抗の急増を生じさせるであろう。対照的に、図１１１の重複区
域４０４６は、重複区域４０４６の多くが圧縮点を通過するにつれて（すなわち、上部か
ら底部）、圧縮抵抗に徐々に増加をもたらすであろう。最後に、図１１０の重複区域４０
４６は、圧縮抵抗に緩やかに徐々に増加をもたらすであろう（すなわち、図１１１と比較
して、引張距離あたりの圧縮抵抗増加が少ない）。
【０１４８】
　図１１２に示されるように、延在区画４０４１およびその抵抗特徴４０４３の形状によ
って生成される圧縮抵抗の変動は、除去可能被覆１１６１の幅Ｗ１および延在区画の抵抗
特徴４０４３の最大幅Ｗ２を比較することによって、査定されることができる。典型的に
は、抵抗特徴の幅Ｗ２と除去可能被覆の幅Ｗ１との間の差異が大きいほど、より大きな圧
縮抵抗をもたらすであろう。
【０１４９】
　図１１３は、例示的包装システム２０３０と、除去可能被覆１１７１と、受容表面１１
７２（例えば、接着層）を有する、対象物１１７３との側面図を描写する。例示的除去可
能被覆１１７１の各側（すなわち、左側または右側）は、対象物１１７３の受容表面１１
７２に接着されない、一次タブ１１７４（例えば、中心終端または遊離区画）および延在
区画１１７６を含む。除去可能被覆１１７１はまた、受容表面１１７２に接着される、中
心区画１１７５（例えば、接着区画）を含む。
【０１５０】
　示されるように、延在区画１１７６は、対象物１１７３の外側縁を越えて延在する。延
在区画１１７６は、包装システム２０３０と相互作用し、完全除去に対する付加的抵抗を
もたらし、種々の形状を有してもよい（上から見て）。
【０１５１】
　包装システム２０３０は、接着層２０３１によって継合されてもよく、またはそうでな
くてもよい、２つの部品、左側外筒２０３０Ａおよび右側外筒２０３０Ｂを含む。外筒２
０３０Ａおよび２０３０Ｂはそれぞれ、それぞれ、上側２０３３Ａおよび２０３３Ｂと、
底側２０３２Ａおよび２０３２Ｂとを含む。外筒２０３０Ａおよび２０３０Ｂはまたそれ
ぞれ、個別の上側と底側との間に遊離空間２０３４Ａおよび２０３４Ｂを含む。
【０１５２】
　例示的除去可能被覆１１７１および包装システム２０３０は、対象物１１７３およびそ
の受容表面１１７２の載置を促進するようにともに機能する。この点において、各一次タ
ブ１１７４（すなわち、除去可能被覆１１７１の左および右部分上の）は、典型的には、
包装システム２０３０の各個別の底側２０３２Ａまたは２０３２Ｂに接着される（例えば
、示されるように、接着層１１７８を介して）。
【０１５３】
　図１１４は、例示的包装システム２０３０、除去可能被覆１１７１、および対象物１１
７３の俯瞰図を描写する。示されるように、外筒２０３０Ａおよび２０３０Ｂはまたそれ
ぞれ、把持区画２０３５Ａおよび２０３５Ｂと、圧縮点２０３６Ａおよび２０３６Ｂとを
含む。各圧縮点は、遊離空間が、包装システム２０３０の中心または中央線近傍でより狭
くなるように、所与の外筒の上側および底側に接着することによって、生成される。
【０１５４】
　図１１５は、時間の関数として、対象物１１７３から例示的除去可能被覆１１７１を除
去するために必要な貼付力または抵抗を図式的に描写する。図１１５では、「段階０」は
、図１１３および１１１４に対応する。
【０１５５】
　ユーザが、（例えば、把持区画２０３５Ａおよび２０３５Ｂを介して）左および右側外
筒２０３０Ａおよび２０３０Ｂを相互に引張すると、除去可能被覆１１７１も、同様に、
除去される。段階０後、左および右側外筒２０３０Ａおよび２０３０Ｂの引き離しが続き
、これは、中央線分離力の印加を要求する。段階１は、中心区画１１７５が、受容表面１
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１７２から剥離されるにつれて、１８０度剥離強度抵抗を克服するための力を要求する。
【０１５６】
　段階２では、要求される力は、１８０度剥離強度抵抗を克服するために要求される力か
ら、圧縮抵抗を克服可能な力に増加する。圧縮抵抗は、図６２-６５および８５-１１２に
関して説明される、延在区画１１７６と包装システム２０３０との間の相互作用の結果で
ある。この点において、圧縮抵抗は、延在区画１１７６と、遊離空間２０３４Ａおよび２
０３４Ｂと、圧縮点２０３６Ａおよび２０３６Ｂとの形状に依存する。例えば、図１１４
に示されるように、延在区画１１７６の最大幅は、圧縮点２０３６Ａおよび２０３６Ｂの
幅より大きい。したがって、外筒２０３０Ａおよび２０３０Ｂが、延在区画１１７６が圧
縮点２０３６Ａおよび２０３６Ｂに衝合するほど十分に相互から引き離されると、圧縮抵
抗は、外筒の引張をさらに妨害するであろう。段階２の間、対象物１１７３およびその受
容表面１１７２の全部ではないが、大部分は、包装システム２０３０から外に出た状態と
なり、ユーザは、包装システム２０３０を保持し、対象物１１７３およびその受容表面１
１７２を所望の場所（例えば、別の表面上）に載置し得る。
【０１５７】
　段階３の間、ユーザは、圧縮抵抗を克服するために十分な力で、外筒２０３０Ａおよび
２０３０Ｂを引張する。圧縮抵抗は、延在区画１１７６の歪曲または圧縮点２０３６Ａお
よび２０３６Ｂにおける外筒の上側と底側との間の接着剤の破壊によって克服され得る。
【０１５８】
　この点において、本発明の例示的実施形態は、包装によって呈される抵抗、したがって
、支持材の剥離抵抗の量を変動させる、圧縮機構によって、力ベクトルに沿った被覆除去
に対する抵抗力の変化をもたらす、除去可能被覆を包含する。包装を除去することがまた
、除去可能被覆を剥離させることになる、実施形態では、剥離抵抗は、包装内の通路を通
して摺動する、除去可能被覆の能力を制限する、プラグ特徴を組み込むことによって、調
節されることができる。
【０１５９】
　図１１６は、同一の構成要素を有する、左および右外筒を含む、例示的包装システム５
０００の斜視図を描写する。特に、各外筒は、上側５００１と、ハンドル要素５００２と
、上部タブ５００３と、底側５００４と、底部タブ５００５とを含む。ハンドル要素５０
０２は、上側５００１に接着された端部を有する、細片である。使用時、ユーザは、同一
の手から２本の指を各ハンドル要素５００２に載置し、２本の指を広げることによって、
外筒内の対象物を露出させることができる。
【０１６０】
　図１１７は、同一の構成要素を有する左および右外筒を含む、別の例示的包装システム
５０１０の斜視図を描写する。特に、各外筒は、上側５０１１と、ハンドル要素５０１２
と、上部タブ５０１３と、底側５０１４と、底部タブ５０１５とを含む。ハンドル要素５
０１２は、各外筒の外側縁に接着された平坦部分を有する、Ｄ-形状リングである。再び
、使用時、ユーザは、同一の手から２本の指を各ハンドル要素５０１２に載置し、２本の
指を広げることによって、外筒内の対象物を露出させることができる。
【０１６１】
　図１１８は、同一の構成要素を有する、左および右外筒を含む、さらに別の例示的包装
システム５０２０の斜視図を描写する。特に、各外筒は、上側５０２１と、ハンドル要素
５０２２と、上部タブ５０２３と、底側５０２４と、底部タブ５０２５とを含む。ハンド
ル要素５０２２は、各外筒の外側縁における円弧形状のミシン目によって生成される。示
されるように、円弧形状のミシン目は、外筒内で対象物５０２６に重複しない。円弧形状
のミシン目は、外筒の外側縁まで延在してもよく、またはそうでなくてもよい。使用時、
ユーザは、各外筒上のミシン目を破砕し、同一の手から２本の指を各ハンドル要素５０２
２に載置し、２本の指を広げることによって、外筒内の対象物を露出させることができる
。
【０１６２】
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　図１１９は、同一の構成要素を有する、左および右外筒を含む、さらに別の例示的包装
システム５０３０の斜視図を描写する。特に、各外筒は、上側５０３１と、ハンドル要素
５０３２と、上部タブ５０３３と、底側５０３４と、底部タブ５０３５とを含む。ハンド
ル要素５０３２は、各外筒の外側縁から延在する、包装材料の円弧と、各外筒の外側縁か
らの切り抜きとによって形成される、円形開口部である。再び、使用時、ユーザは、同一
の手から２本の指を各円形開口部に載置し、２本の指を広げることによって、外筒内の対
象物を露出させることができる。
【０１６３】
　この点において、本発明の例示的実施形態は、取着または一体型ハンドル（例えば、ハ
ンドル要素）を介して、包装を手動で延在させることから生じる、除去可能被覆の方向変
化によって、力ベクトルに沿った被覆除去に対する抵抗力の変化をもたらす、除去可能被
覆を包含する。ユーザは、ハンドルまたはタブを介して、包装を分離し、包装は、第１の
剥離抵抗および剥離角度において、第１の剥離力ベクトルを提供する。ユーザは、次いで
、剥離角度９０～１８０度で剥離される、二次タブ（例えば、上部タブおよび／または底
部タブ）にアクセスすることによって、剥離を完了することができる。
【０１６４】
　図１２０-１２３は、例示的包装システム６０００および対象物６００２の俯瞰図を描
写する。包装システム６０００は、左外筒６０００Ａおよび右外筒６０００Ｂを含み、そ
れぞれ、可視設計要素６００１Ａおよび６００１Ｂ（例えば、手の画像）を含む。図１２
３に示されるように、対象物６００２は、中心に位置付けられた可視設計要素６００３（
例えば、顔の画像）と、左側可視設計要素６００４Ａ（例えば、手の画像）と、右側可視
設計要素６００４Ｂ（例えば、手の画像）とを担持する。描写される例示的実施形態では
、可視設計要素６００１Ａおよび６００１Ｂは、左側可視設計要素６００４Ａおよび右側
可視設計要素６００４Ｂと同一であるが、要素のサイズは、異なってもよい。さらに、描
写される例示的設計要素は、包装システム６０００の外筒６０００Ａおよび６０００Ｂが
、対象物６００２から除去されるにつれて、物語を伝えるように関連される。
【０１６５】
　図１２１に示されるように、第１の除去の段階の間、中心に位置付けられた設計要素６
００３は、外筒６０００Ａおよび６０００Ｂが分離されるにつれて、可視となる。描写さ
れるように、伝えられる物語は、元々２本の手の背後に隠されていた顔を示し、２本の手
が左右に向かって移動するにつれて、露顕される。
【０１６６】
　図１２２に描写される第２の除去の段階の間、対象物６００２上の左側可視設計要素６
００４Ａおよび右側可視設計要素６００４Ｂは、外筒６０００Ａおよび６０００Ｂがさら
に分離されるにつれて、部分的に、可視となる。描写されるように、伝えられる物語は、
顔が、依然として、可視であって、２本の手が、顔の両側からのさらなる移動を中止しつ
つあるように見える状態を示す。
【０１６７】
　図１２３に描写される除去の最終段階の間、対象物６００２上の左側可視設計要素６０
０４Ａおよび右側可視設計要素６００４Ｂは、完全に可視であって、外筒６０００Ａおよ
び６０００Ｂが、対象物６００２から完全に除去されている。描写されるように、伝えら
れる物語は、顔が、依然として、可視であって、２本の手が、移動を停止し、顔の両側上
に位置付けられている状態を示す。
【０１６８】
　図１２４-１２６は、別の例示的包装システム６０１０および対象物６０１２の俯瞰図
を描写する。包装システム６０１０は、左外筒６０１０Ａおよび右外筒６０１０Ｂを含み
、それぞれ、可視設計要素６０１１Ａおよび６０１１Ｂ（例えば、文章、スローガン、ロ
ゴ、商標、商標の一部、名称、名称の一部、および／または略語）を含む。可視設計要素
６０１１Ａおよび６０１１Ｂは、図１２４に示されるように、メッセージを伝える、また
は画像を提示するように関連されてもよい。図１２５-１２６に示されるように、対象物
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６００２は、中心に位置付けられた可視設計要素６０１３（例えば、文章、スローガン、
ロゴ、商標、商標の一部、名称、名称の一部、および／または略語）と、左側可視設計要
素６０１４Ａ（例えば、文章、スローガン、ロゴ、商標、商標の一部、名称、名称の一部
、および／または略語）と、右側可視設計要素６０１４Ｂ（例えば、文章、スローガン、
ロゴ、商標、商標の一部、名称、名称の一部、および／または略語）とを担持する。描写
される例示的設計要素は、包装システム６０１０の外筒６０１０Ａおよび６０１０Ｂが、
対象物６０１２から除去されるにつれて、メッセージを伝えるように関連される。示され
るように、包装システムの外筒６０１０Ａおよび６０１０Ｂ上の可視設計要素６０１１Ａ
および６０１１Ｂは、可視設計要素６０１３、６０１４Ａ、６０１４Ｂに関するメッセー
ジまたは情報を提示する。
【０１６９】
　第１の除去の段階の間、中心に位置付けられた設計要素６０１３は、外筒６０１０Ａお
よび６０１０Ｂが分離されるにつれて、可視となる。図１２５に描写される第２の除去の
段階の間、対象物６０１２上の左側可視設計要素６０１４Ａおよび右側可視設計要素６０
１４Ｂは、外筒６０１０Ａおよび６０１０Ｂがさらに分離されるにつれて、部分的に、可
視となる。図１２６に描写される除去の最終段階の間、対象物６０１２上の左側可視設計
要素６０１４Ａおよび右側可視設計要素６０１４Ｂは、完全に可視となり、外筒６０１０
Ａおよび６０１０Ｂは、対象物６０１２から完全に除去されている。この点において、包
装システムおよび対象物および可視設計要素は、マーケティングツールとして使用され得
る、メッセージまたは情報を担持および伝達する。
【０１７０】
　図１２７は、製造の段階における、図１２０-１２３の例示的包装システム６０００お
よび対象物６００２ならびに例示的除去可能被覆の斜視図を描写する。包装システム６０
００は、接着層６０２１によって継合されてもよく、またはそうでなくてもよい、２つの
部品、左側外筒６０００Ａおよび右側外筒６０００Ｂを含む。外筒６０００Ａおよび６０
００Ｂはそれぞれ、それぞれ、上側６０２３Ａおよび６０２３Ｂと、底側６０２２Ａおよ
び６０２２Ｂとを含む。上側６０２３Ａおよび６０２３Ｂはそれぞれ、可視設計要素６０
０１Ａおよび６００１Ｂ（例えば、手の画像）を含む。
【０１７１】
　対象物６００２は、中心に位置付けられた可視設計要素６００３（例えば、顔の画像）
と、左側可視設計要素６００４Ａ（例えば、手の画像）と、右側可視設計要素６００４Ｂ
（例えば、手の画像）とを担持する。描写される例示的実施形態では、可視設計要素６０
０１Ａおよび６００１Ｂは、左側可視設計要素６００４Ａおよび右側可視設計要素６００
４Ｂと同一であるが、要素のサイズは、異なってもよい。
【０１７２】
　例示的除去可能被覆１１８１の各側（すなわち、左側または右側）は、対象物６００２
の底部表面に接着されない、一次タブ１１８４（例えば、中心終端または遊離区画）およ
び側方遊離区画１１８５を含む。除去可能被覆１１８１はまた、対象物６００２の底部表
面に接着される、中心区画１１８５（例えば、接着区画）および側方接着区画１１８６を
含む。
【０１７３】
　例示的除去可能被覆１１８１および包装システム６０００は、対象物６００２およびそ
の受容表面（例えば、底部表面）の載置を促進するようにともに機能してもよい。この点
において、各一次タブ１１８４（すなわち、除去可能被覆１１８１の左および右部分上の
）は、包装システム６０００の各個別の底側６０２２Ａまたは６０２２Ｂに接着されても
よい（例えば、接着層を介して）。
【０１７４】
　この点において、本発明の例示的実施形態は、関連付けられた包装に指向される、力ベ
クトルに沿った被覆除去に対する抵抗に、少なくとも２つの段階的変化を提供する、除去
可能被覆を包含し、第１の段階的変化は、受容表面上の画像の第１の部分を露顕させ、第
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２の段階的変化は、受容表面上に画像の残りを露顕させる。
【０１７５】
　図１２８-１３０は、除去に対する可変抵抗を達成する、別の例示的除去可能被覆１２
０１の斜視図を描写する。除去可能被覆１２０１は、一次タブ１２０４（例えば、中心終
端または遊離区画）と、開口部１２０６を有する、本体区画１２０５（例えば、中心区画
または接着区画）とを含む。接着層１３０１が、本体区画１２０５の底部表面に貼付され
、開口部１２０６を通して、除去可能被覆１２０１の上部表面上の対象物に暴露される。
【０１７６】
　除去の間、ユーザが、一次タブ１２０４を把持し、除去可能被覆１２０１を対象物から
引き離すにつれて、最初に、除去に対する抵抗が、本体区画１２０５と、接着層であり得
る、対象物の表面との間の相互作用によって判定される。除去の後半段階では、開口部１
２０６および接着層１３０１の右側ならびに対象物の表面とのその相互作用が、除去に対
する抵抗に影響を及ぼすであろう。典型的には、除去に対する抵抗は、接着層１３０１が
より大きな抵抗を提供するであろうため、増加するであろう。除去可能被覆１２０１の多
くが、対象物から引き離されるにつれて（すなわち、描写されるように、右から左へ）、
開口部１２０６および露出された接着層１３０１の徐々により大きくなる横方向区画は、
除去に対する抵抗を増加させるであろう。
【０１７７】
　本例示的実施形態では、開口部１２０６の形状は、除去プロセスの間、除去に対する抵
抗が変動する様式に影響を及ぼすであろう。特に、開口部１２０６が、除去可能被覆が除
去される軸に対して９０度の角度でとられた所与の断面（例えば、描写されるように、横
方向断面）を包囲する、除去可能被覆の幅の割合は、所与の除去の段階において、除去に
対する抵抗に影響を及ぼすであろう。したがって、描写される涙滴形状の開口部１２０６
は、除去プロセスの間、徐々に増加し、次いで、端部に向かって、幾分、急減する、除去
に対する抵抗をもたらすであろう。他の形状の開口部を採用し、除去に対する抵抗の所望
の変動を達成することも、本発明の範囲内である。
【０１７８】
　図１３１は、除去に対する可変抵抗を達成する、別の例示的除去可能被覆１２１１の斜
視図を描写する。除去可能被覆１２１１は、一次タブ１２１４および本体区画１２１５を
含む。示されるように、成形された接着性細片１３１１は、本体区画１２１５に貼付され
てもよい。本体区画１２１５および成形された接着性細片１３１１の上側表面は、典型的
には、対象物の受容表面（例えば、接着層）上に載置される。
【０１７９】
　除去の間、ユーザが、一次タブ１２１４を把持し、除去可能被覆１２１１を対象物から
引き離すにつれて、最初に、除去に対する抵抗が、本体区画１２１５と、接着層であり得
る、対象物の表面との間の相互作用によって判定される。除去の後半段階では、成形され
た接着性細片１３１１および対象物の表面とのその相互作用は、除去に対する抵抗に影響
を及ぼすであろう。典型的には、除去に対する抵抗は、成形された接着性細片１３１１が
、より大きな抵抗をもたらすであろうため、増加するであろう。除去可能被覆１２１１の
多くが、対象物から引き離されるにつれて（すなわち、描写されるように、右から左へ）
、成形された接着性細片１３１１の徐々により大きくなる横方向区画は、除去に対する抵
抗を増加させるであろう。
【０１８０】
　本例示的実施形態では、接着性細片１３１１の形状は、除去プロセスの間、除去に対す
る抵抗が変動する様式に影響を及ぼすであろう。特に、成形された接着性細片１３１１が
、除去可能被覆が除去される軸に対して９０度の角度でとられた所与の断面（例えば、描
写されるように、横方向断面）を包囲する、除去可能被覆の幅の割合は、所与の除去の段
階における除去に対する抵抗に影響を及ぼすであろう。したがって、描写される涙滴形状
の接着性細片１３１１は、除去プロセスの間、徐々に増加し、次いで、端部に向かって、
幾分、急減する、除去に対する抵抗をもたらすであろう。他の形状の接着性細片を採用し
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、除去に対する抵抗の所望の変動を達成することも、本発明の範囲内である。
【０１８１】
　図１３２は、除去に対する可変抵抗を達成する、さらに別の例示的除去可能被覆１２２
１の斜視図を描写する。除去可能被覆１２２１は、一次タブ１２２４および本体区画１２
２５を含む。示されるように、本体区画１２２５は、成形されたコーティング区域１２２
６を含んでもよい。本体区画１２２５および成形されたコーティング区域１２２６の上側
表面は、典型的には、対象物の受容表面（例えば、接着層）上に載置される。描写される
ように、本体区画１２２５は、成形されたコーティング区域１２２６と異なるコーティン
グを有してもよい。コーティングは、剥離コーティング（例えば、シリコン処理されたコ
ーティング）であってもよいが、本例示的実施形態では、コーティングは、異なり、対象
物上の接着層と組み合わせられると、除去に対して、２つの異なる抵抗を提供する。
【０１８２】
　除去の間、ユーザが、一次タブ１２２４を把持し、除去可能被覆１２２１を対象物から
引き離すにつれて、最初に、除去に対する抵抗が、本体区画１２２５と、接着層であり得
る、対象物の表面との間の相互作用によって判定される。除去の後半段階では、成形され
たコーティング区域１２２６および対象物の表面とのその相互作用は、除去に対する抵抗
に影響を及ぼすであろう。典型的には、除去に対する抵抗は、成形されたコーティング区
域１２２６が、より大きな抵抗をもたらすであろうため、増加するであろう。除去可能被
覆１２１１が、対象物から引き離されるにつれて（すなわち、描写されるように、右から
左へ）、成形されたコーティング区域１２２６の徐々に大きくなる横方向区画は、除去に
対する抵抗を増加させるであろう。
【０１８３】
　本例示的実施形態では、コーティング区域１２２６の形状は、除去プロセスの間、除去
に対する抵抗が変動する様式に影響を及ぼすであろう。特に、成形されたコーティング区
域１２２６が、除去可能被覆が除去される軸に対して９０度の角度でとられた所与の断面
（例えば、描写されるように、横方向断面）を包囲する、除去可能被覆の幅の割合は、所
与の除去の段階における除去に対する抵抗に影響を及ぼすであろう。したがって、描写さ
れる涙滴形状のコーティング区域１２２６は、除去プロセスの間、徐々に増加し、次いで
、端部に向かって、幾分、急減する、除去に対する抵抗をもたらすであろう。他の形状の
コーティング区域を採用し、除去に対する抵抗の所望の変動を達成することも、本発明の
範囲内である。
【０１８４】
　図１３３は、除去に対する可変抵抗を達成する、例示的除去可能被覆１２３１の俯瞰図
を描写する。除去可能被覆１２３１は、本体区画１２３５と、本体区画１２３５より高い
除去に対する抵抗を有する（例えば、接着剤差異および／またはコーティング剥離剤差異
を介して）、成形されたコーティング区域１２３６とを含む。除去の間、除去可能被覆１
２３１の上端が、最初に、対象物から除去される。
【０１８５】
　除去可能被覆が除去される軸に対して９０度の角度で切り取られる所与の断面（例えば
、描写されるように、横方向断面）において、例示的除去可能被覆１２３１を対象物から
除去するために必要な印加力は、（ｉ）本体区画および成形されたコーティング区域の断
面区分の幅Ａ、Ｂ、およびＣを測定し、（ｉｉ）測定された幅を相対的抵抗係数で乗算し
、（ｉｉｉ）それらを加算することによって、判定されてもよい。例えば、成形されたコ
ーティング区域１２３６は、本体区画１２３５によって提供される除去に対する抵抗の２
倍である、除去に対する抵抗を有すると仮定すると、所与の断面における、例示的除去可
能被覆１２３１を対象物から除去するために必要な印加力は、Ｆ＝１Ａ＋２Ｂ＋１Ｃによ
って求められる。
【０１８６】
　この点において、図１３４は、剥離軸（すなわち、除去可能被覆が除去される軸）に沿
った距離の関数として、例示的除去可能被覆１２３１を対象物から除去するために必要な
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印加力または抵抗を図式的に描写する。示されるように、最初に、抵抗は、徐々に増加し
、次いで、成形されたコーティング区域１２３６の下側狭小区画において、一時的に、減
少する。一時的抵抗の減少は、ユーザに、除去可能被覆１２３１が、完全除去に近づきつ
つあることを警告または信号伝達する。抵抗は、次いで、除去プロセスの終了時に増加し
、対象物の載置を促進する。
【０１８７】
　図１３５は、除去に対する可変抵抗を達成する、別の例示的除去可能被覆１２４１の俯
瞰図を描写する。除去可能被覆１２４１は、本体区画１２４５と、本体区画１２４５より
低い除去に対する抵抗を有する（例えば、接着剤差異および／またはコーティング剥離剤
差異を介して）、成形されたコーティング区域１２４６とを含む。除去の間、除去可能被
覆１２４１の上端が、最初に、対象物から除去される。
【０１８８】
　除去可能被覆が除去される軸に対して９０度の角度でとられた所与の断面（例えば、描
写されるように、横方向断面）において、例示的除去可能被覆１２４１を対象物から除去
するために必要な印加力は、（ｉ）本体区画および成形されたコーティング区域の断面区
分の幅Ａ、Ｂ、およびＣを測定し、（ｉｉ）測定された幅を相対的抵抗係数で乗算し、（
ｉｉｉ）それらを加算することによって、判定されてもよい。例えば、成形されたコーテ
ィング区域１２４が、本体区画１２４５によって提供される除去に対する抵抗の３分の１
である、除去に対する抵抗を有すると仮定すると、所与の断面において、例示的除去可能
被覆１２４１を対象物から除去するために必要な印加力は、Ｆ＝３Ａ＋１Ｂ＋３Ｃによっ
て求められる。
【０１８９】
　この点において、図１３６は、剥離軸（すなわち、除去可能被覆が除去される軸）に沿
った距離の関数として、例示的除去可能被覆１２４１を対象物から除去するために必要な
印加力または抵抗を図式的に描写する。示されるように、抵抗は、徐々に、増加し、次い
で、除去可能被覆１２４１の端部において、成形されたコーティング区域１２４６の急に
広くなる区画において、急減する。除去の終了時の抵抗の減少は、対象物の載置を促進し
得る。
【０１９０】
　図１３７-１４０は、異なる除去の段階の間の例示的除去可能被覆１２５１の斜視図を
描写する。例示的除去可能被覆１２５１は、一次タブ１２５４と、本体区画１２５５と、
可変接着区域１２５６とを含む。可変接着区域は、本体区画１２５５と異なる除去に対す
る抵抗を有し、これは、接着強度の増減、異なる剥離コーティング、またはテクスチャの
変化を介して達成されてもよい。図１３７は、対象物に貼付されるときの除去可能被覆１
２５１を描写する。
【０１９１】
　図１３８は、除去の初期段階における、除去可能被覆１２５１を描写する。示されるよ
うに、可変接着区域１２５６の第１の部分が、引き離され、除去可能被覆１２５１の一部
が除去された状態において、接着縁１２５９から下向きに延在している。接着縁１２５９
は、事実上、除去された除去可能被覆１２５１の区画と、依然として、対象物に接着され
た除去可能被覆１２５１の区画との間に境界を画定する。接着縁１２５９は、典型的には
、除去可能被覆が除去される軸に対して９０度の角度でとられた断面である。接着縁１２
５９は、ユーザによる除去が正確ではないため、除去可能被覆が除去される軸に正確に垂
直でなくてもよい。
【０１９２】
　図１３９は、さらなる除去の段階における、除去可能被覆１２５１を描写する。示され
るように、可変接着区域１２５６のより多くの部分が引き離され、除去可能被覆１２５１
の一部が除去された状態において、接着縁１２５９から下向きに延在している。図１３９
における接着縁１２５９は、図１３８における接着縁１２５９より大きな割合の可変接着
区域１２５６を含むため、図１３９に示される除去の段階は、図１３８に示される除去の
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段階と異なる除去に対する抵抗（すなわち、除去に対する抵抗に応じて、本体区画１２５
５と可変接着区域１２５６との間の除去に対する相対的抵抗に応じて、増減された除去に
対する抵抗）を有する。
【０１９３】
　図１４０は、除去のさらに別の段階における、除去可能被覆１２５１を描写する。示さ
れるように、可変接着区域１２５６のさらに大きな部分が、引き離され、除去可能被覆１
２５１の一部が除去された状態において、接着縁１２５９から下向きに延在している。図
１４０における接着縁１２５９は、図１３９における接着縁１２５９と異なる割合の可変
接着区域１２５６を含むため、図１４０に示される除去の段階は、図１３９に示される除
去の段階と異なる除去に対する抵抗（すなわち、本体区画１２５５と可変接着区域１２５
６との間の除去に対する相対的抵抗に応じて、増減された除去に対する抵抗）を有する。
【０１９４】
　図１４１-１４４は、例示的対象物１２６３からの異なる除去の段階の間における、例
示的除去可能被覆１２６１の斜視図を描写する。例示的除去可能被覆１２６１は、一次タ
ブ１２６４および本体区画１２６５を含む。例示的除去可能対象物１２６３は、可変接着
区域１２６６を担持する、受容表面１２６２（例えば、接着層）を含む。可変接着区域１
２６６は、受容表面１２６２と異なる除去に対する抵抗を有し、これは、接着強度の増減
、異なる剥離コーティング、またはテクスチャの変化を介して、達成されてもよい。
【０１９５】
　図１４１は、２つが、図１４２に示されるように、接着される前の例示的除去可能被覆
１２６１および例示的対象物を描写する。図１４３は、除去の段階における、除去可能被
覆１２６１を描写する。示されるように、本体区画１２６５の第１の部分が、対象物の受
容表面１２６２から引き離され、接着縁１２６９から下向きに延在している。接着縁１２
６９は、事実上、除去された除去可能被覆１２６１の区画と、依然として、対象物１２６
３に接着されている、除去可能被覆１２６１の区画との間に境界を画定する。接着縁１２
６９は、典型的には、除去可能被覆が除去される軸に対して９０度の角度でとられた断面
である。接着縁１２６９は、ユーザによる除去が正確ではないため、除去可能被覆が除去
される軸に正確に垂直でなくてもよい。
【０１９６】
　図１４４は、さらなる除去の段階における、除去可能被覆１２６１を描写する。示され
るように、本体区画１２６５のわずかな部分が、可変接着区域１２６６と接触しており、
本体区画１２６５の大部分が、接着縁１２６９から下向きに延在している。図１４３にお
ける接着縁１２６９は、図１４４における接着縁１２６９より大きな割合の可変接着区域
１２６６を含むため、図１４３に示される除去の段階は、図１４４に示される除去の段階
と異なる除去に対する抵抗（すなわち、本体区画１２６５と可変接着区域１２５６との間
の除去に対する相対的抵抗に応じて、増減された除去に対する抵抗）を有する。
【０１９７】
　図１３７-１４０および図１４１-１４４における例示的実施形態の比較は、除去に対す
る抵抗の変動が、除去可能被覆上（すなわち、図１３７-１４０におけるように）または
対象物上（すなわち、図１４１-１４４におけるように）の可変接着区域を使用して、達
成されることができることを示す。さらに、これらの２つの例示的実施形態の組み合わせ
（すなわち、除去可能被覆および対象物両方上の可変接着区域）もまた、除去に対する抵
抗における所望の変動を達成するために採用されてもよい。
【０１９８】
　図１４５は、例示的除去可能被覆および対象物１１０の俯瞰図を描写し、図１４６は、
例示的除去可能被覆および対象物１１０の側面図を描写する。対象物は、本体部分１１１
と、中心区域１１２（例えば、中心パッド）と、中心区域１１２の両側の２つの端部部分
１１４および１１６とを含む。除去可能被覆の一部は、対象物１１０の下方にあって、し
たがって、図１４５の俯瞰図では、点線によって示される。除去可能被覆は、対象物１１
０に接着された（例えば、図１４６に示されるように、接着層１１７および１１８を介し
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て）、第１の接着区画１２０および第２の接着区画１２２を含む。除去可能被覆はまた、
それぞれ、その中心端（すなわち、対象物１１０に対する中心）において、第１の接着区
画１２０および第２の接着区画１２２に接続される、２つのハンドル１４０および１４１
を含む。２つのハンドル１４０および１４１は、対象物１１０の下側から上向きに、かつ
対象物１１０の周囲に延在する。描写されるように、ハンドル１４０および１４１は、対
象物の中心区域１１２の周囲に位置付けられる。しかしながら、ハンドル１４０および１
４１は、除去可能被覆および／または対象物１１０の長さに沿った任意の場所に位置付け
られてもよい。ハンドル１４０および１４１は、除去可能被覆の対象物１１０からの除去
を促進する。例えば、ハンドル１４０および１４１は、図１４６に示される矢印の方向に
引張されてもよい。さらに、ハンドル１４０および１４１は、ユーザが、表面に接着され
るであろう、対象物１１０の側にアクセスせず、またはそれを操作せず、除去可能被覆を
対象物１１０から除去し、対象物１１０を表面に貼付することを可能にする。説明を促進
するために、例示的除去可能被覆および対象物１１０の構成要素のいくつかは、図１４７
-１４９に示されていない。
【０１９９】
　この点において、図１４７は、対象物１１０からの除去の段階における、図１４５およ
び１４６の例示的除去可能被覆の側面図を描写する。描写されるように、ハンドル１４０
および１４１は、外向きに引張されてもよい。最初に、除去に対する抵抗は、ハンドル１
４０および１４１が、第１の接着区画１２０および第２の接着区画１２１を、典型的には
、接着層を含まない、中心区域１１２から引き離すにつれて、比較的に低い。除去に対す
る抵抗は、次いで、ハンドル１４０および１４１が、第１の接着区画１２０および第２の
接着区画１２１を接着層１１７および１１８（図１４６には示されるが、図１４７には示
されない）から引き離すにつれて、増加する。したがって、中心区域１１２は、露出され
、図１４８に示されるように、表面（例えば、患者の皮膚）に貼付されてもよい。
【０２００】
　図１４８は、対象物１１０からの除去の段階および対象物の表面１２９への貼付の段階
における、図１４５および１４６の例示的除去可能被覆の側面図を描写する。描写される
ように、ハンドル１４０および１４１が、第１の接着区画１２０および第２の接着区画１
２１をさらに接着層１１７および１１８（図１４６には示されるが、図１４８には示され
ない）から引き離し、対象物１１０は、表面１２９に貼付される。
【０２０１】
　図１４９に描写されるように、ハンドル１４０および１４１は、さらに引張され、除去
可能被覆を対象物１１０から除去してもよく、接着層１１７および１１８（図１４６には
示されるが、図１４９には示されない）は、表面１２９に接着し、対象物１１０を定位置
に保持してもよい。抵抗変化または変動を生成する前述の機構のいずれも、本例示的実施
形態と併せて採用されてもよい。
【０２０２】
　図１５０は、例示的除去可能被覆および対象物２１０の俯瞰図を描写し、図１５１は、
例示的除去可能被覆および対象物２１０の側面図を描写する。対象物２０１は、本体区画
２１１と、中心区域２１２と、２つの端部区画２１４および２１６と、中心ブリッジ２０
５とを含む。除去可能被覆は、対象物２１０に接着される（例えば、接着層を介して）、
第１の接着区画２２０および区画接着区画２２２を含む。第１の接着区画２２０および区
画接着区画２２２はそれぞれ、対象物２１０からの除去を促進する、対象物２１０の中心
の最近傍におけるその個別の端部にタブを含む。しかしながら、他の例示的実施形態では
、これらのタブを含まなくてもよい。代替として、他の相互係止タブ機構（例えば、接着
層、ピンおよび孔機構、スロットおよびタブ機構）が、利用されてもよい。典型的には、
対象物２１０の中心の最近傍における、第１の接着区画２２０および区画接着区画２２２
の端部は、対象物２１０に接着されない。
【０２０３】
　除去可能被覆はまた、相互係止延在区画２４２および２４３を含む。示されるように、
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相互係止延在区画２４２および２４３は、相互係止する、相補的切り欠きを含む。相互係
止延在区画２４２および２４３の相互係止性質は、表面（例えば、創傷）への貼付の前に
、対象物２１０の異なるまたは可変度の事前張力を一貫して提供する、他の特徴または設
計を使用して達成されてもよい。説明を促進するために、例示的除去可能被覆および対象
物２１０の構成要素のうちのいくつかは、図１５２-１５４に示されていない。
【０２０４】
　図１５２は、表面への貼付のために、除去可能被覆および対象物２１０を準備する段階
における、図１５０および１５１の例示的除去可能被覆の側面図を描写する。示されるよ
うに、除去可能被覆および対象物２１０の端部は、上向きに（すなわち、表面に貼付され
るべき対象物の側から離れるように）屈曲されている。第１の接着区画２２０および第２
の接着区画２２２は、中心ブリッジ２０５から引き離されている。図１５３では、除去可
能被覆および対象物２１０の端部は、さらに上向きに屈曲され、相互係止延在区画２４２
および２４３が、相互係止されている。相互係止延在区画２４２および２４３を相互係止
後、ユーザは、表面（例えば、示されるように、創傷を含む）を覆って、中心ブリッジ２
０５を含む対象物２１０を位置付けてもよい。第１の接着区画２２０および第２の接着区
画２２２は、図１５２よりさらに対象物２１０から引き離され、同時に、接着層のより大
きな区画を露出させている。
【０２０５】
　図１５４は、表面に貼付されるときの中心ブリッジ２０５を含む対象物２１０を描写す
る。相互係止延在区画２４２および２４３は、相互から剥離され、ブリッジ２０５は、表
面にわたって張力を提供する。典型的には、対象物２１０および／またはブリッジ２０５
上の接着剤は、対象物２０１を表面に接着する。第１の接着区画２２０および第２の接着
区画２２２は、対象物２１０から除去されてもよく、２つの端部区画２１４および２１６
は、表面に接着されてもよい（例えば、接着層を介して）。図１５２－１５４に描写され
るように、貼付プロセスの結果、対象物２１０から引き離された第１の接着区画２２０お
よび第２の接着区画２２２の区画は、第１の接着区画２２０および第２の接着区画２２２
の対象物２１０からの後続完全除去のためのタブとして機能してもよい。
【０２０６】
　明細書および／または図において、本発明の典型的実施形態が、開示された。本発明は
、そのような例示的実施形態に限定されない。用語「および／または」の使用は、関連付
けられた列挙された項目のうちの１つ以上のあらゆる組み合わせを含む。図は、略図であ
って、したがって、必ずしも、正確な縮尺で描かれていない。別様に注記されない限り、
具体的用語は、一般的かつ説明的意味で使用され、限定を目的とするものではない。
【０２０７】
　例示的請求実施形態
　支持材に関して
Ｂ１．除去の一定速度（または、力）または方向を被るとき、異なる除去に対する抵抗区
域を有する、一時的に、対象物に接着される（支持材、対象物、または両方上の接着剤）
、除去可能被覆。
Ｂ２．異なる抵抗区域が、対象物が支持材によって保持されることを可能にするため、対
象物の安定化、配向、貼付の支援等を行なうことができる、対象物からの除去に対する異
なる抵抗区域を有する、除去可能被覆。
Ｂ３．可変抵抗の機構として、
支持材内の折目と、
支持材内のループと、
被覆または対象物内の異なるテクスチャ（接着強度を変更する）と、
異なる区域（被覆または対象物）内の異なる量または強度の接着剤と、
被覆に対する２つの双方向層（ピボットまたはヒンジのように）と、支持材に対する２つ
の別個の層と、
対象物の２つ以上の表面への被覆の接着と、
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対象物自体の切り離し部分と、
対象物自体内の一時的折目と、
支持材の方向シフトと、および／または
拡張性（対象物と支持材との間で異なる）と、
が挙げられる、Ｂ１および／またはＢ２に記載の除去可能被覆。
Ｂ４．付属タブ、ループ、折目、および／または他の形状が、初期除去段階後、被覆の最
終除去を支援する（２ステップ）、Ｂ１-Ｂ３に記載の除去可能被覆。
Ｂ５．単一ステップにおいて除去され得る、Ｂ１-Ｂ３に記載の除去可能被覆。
【０２０８】
　封入体（包装システム）に関して
Ｅ１．両端に印加される力によって、同軸方向に除去される、封入体であって、支持材を
収容するための表面（例えば、折目）を有する、封入体。
Ｅ２．支持材の除去を補助するように機能する、封入体。
【０２０９】
　システム（封入体と被覆）に関して
Ｓ１．封入体に印加される、反対同軸力ベクトルが、支持材の区画または複数の区画に伝
達される、システム。
Ｓ２．封入体に及ぼすそのような力が、被覆の部分的除去につながり、その後、除去に対
する抵抗の増加が続く、システム。
Ｓ３．抵抗の増加が、同一の方向に進む力の継続的増加によって克服され得る、システム
。
Ｓ４．抵抗の増加が、二次力点（例えば、第２のタブまたは引張ループ）を解放すること
によって克服され得る、システム。
Ｓ５．抵抗の増加が、載置のために、対象物を安定化、配向、および／または準備する、
システム。
Ｓ６．完全被覆除去に先立って、対象物を部分的に暴露（有効化）させる、システム（素
子自体に触れずに）。
Ｓ７．完全パッケージ除去に先立って、対象物を完全に暴露（有効化）させる、システム
素子自体に触れずに）。
Ｓ８．抵抗の増加によって、封入体／被覆からの等しい剥離程度に対して、２つの半体を
整合させる、システム。
Ｓ９．抵抗増加が、保護された素子と封入体との間の内側内腔圧縮によって生成される、
システム。
Ｓ１０．素子が開放されるにつれて、包装材上の設計の外観が変化する、システム。
Ｓ１１．顔から離れる手（いないいないばあ）のように見える、システム。
Ｄ１．素子であって、
対象物（保護された対象物）の一部に接着され得る、除去可能保護平面被覆を備え、
該除去可能保護被覆は、該対象物と直接接触しない、少なくとも１つの区画または構造特
徴を有し、
該素子は、支持材の区画または構造特徴に印加される剥離力ベクトルの印加によって、該
保護された素子からの少なくとも部分除去を可能にするために、十分な可撓性であって、
被覆を該保護された対象物から除去するために要求される力が、除去力ベクトルが印加さ
れると、除去可能被覆とそれが取着される対象物との間の異なる取着区域において変動す
るように、構成され、該対象物に印加され、かつ該対象物と相互作用する、
素子。
Ｄ２．素子であって、
対象物（保護された対象物）の一部に接着され得る、除去可能保護平面被覆を備え、
該除去可能保護被覆は、該対象物と直接接触しない、少なくとも１つの区画または構造特
徴を有し、
該素子は、支持材の区画または構造特徴に印加される剥離力ベクトルの印加によって、該
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保護された素子からの少なくとも部分除去を可能にするために、十分に可撓性であって、
被覆を該保護された対象物から除去するために克服されるべき抵抗が、除去力ベクトルが
印加されると、除去可能被覆とそれが取着される対象物との間の異なる取着区域において
変動するように、構成され、該対象物に印加され、かつ該対象物と相互作用する、
素子。
Ｄ３．素子であって、
２つ以上の区画から構築される、包装封入体を備え、
該区画は、包装素子自体の両側に印加される反対に指向される力ベクトルの印加によって
、分離され得るような強度の接着剤によって、相互に接着され、
該包装封入体は、保護被覆の区画への取着部を有する、
素子。
両側間の接着剤接続区域は、包装素子自体の両側に印加される力の軸に対して、１８０度
で配向される、Ｄ３に記載の素子。
両側間の接着剤接続区域は、角度０～１８０度で配向される、Ｄ３に記載の素子。
両側間の接着剤接続区域は、包装素子への力の印加に応じて、対向する区画の分離を促進
するような非長方形形状を有する、Ｄ３に記載の素子。
接着区画は、相互の鏡像である、Ｄ３に記載の素子。
接着区画は、相互の鏡像ではない、Ｄ３に記載の素子。
包装素子の内部ポケット寸法が、包装素子の区画に対する圧縮力の印加が、保護された素
子に圧力を伝達しないように設計される、含有される対象物の寸法を超える、Ｄ３に記載
の素子。
分離されるべき対向する区画が、分離力の印加を促進するようなループ、タブ、線形要素
、ひも、または他の特徴を呈し得る、Ｄ３に記載の素子。
対向する区画が、片手で完全に分離され得る、Ｄ３に記載の素子。
図、文字、ロゴ、単語、または他の特徴等の設計要素が、素子の表面上に可視となり、整
合を補助する、または区分が分離されるにつれて、外観変化をもたらす、Ｄ３に記載の素
子。
Ｄ４．システムであって、
対向する区画の両側への対向する力の印加によって分離され得る、対向する区画を伴う、
Ｄ３に記載の包装素子と、
対象物に添着された除去可能保護被覆であって、添着された対象物および除去可能被覆は
、包装素子内に含有される、Ｄ１および／またはＤ２に記載の除去可能保護被覆と、
を備え、除去可能被覆素子の区域は、包装素子の対向する区画の分離が、分離力を除去可
能被覆素子に伝達し、続いて、除去可能被覆素子を露出された対象物から分離するように
、包装素子の区域に添着される、システム。
Ｄ５．システムであって、
対向する区画の両側への対向する力の印加によって分離され得る、対向する区画を伴う、
Ｄ３に記載の包装素子と、
対象物に添着された除去可能保護被覆であって、添着された対象物および除去可能被覆は
、包装素子内に含有される、Ｄ１およびＤ２に記載の除去可能保護被覆と、
を備え、除去可能被覆素子の区域は、包装素子の対向する区画の分離が、分離力を除去可
能被覆素子に伝達し、続いて、除去可能被覆素子を露出された対象物から分離し、その時
点において、包装システムおよび除去可能被覆の相互作用が、開放力に対する抵抗増加を
呈するように、包装素子の区域に添着される、システム。
Ｄ６．システムであって、
対向する区画の両側への対向する力の印加によって分離され得る、対向する区画を伴う、
Ｄ３に記載の包装素子と、
対象物に添着された除去可能保護被覆であって、添着された対象物および除去可能被覆は
、包装素子内に含有される、Ｄ１およびＤ２に記載の除去可能保護被覆と、
を備え、除去可能被覆は、包装素子に印加されるにつれた開放力に対する抵抗増加が、包
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装素子および含有される保護被覆の保護された素子からの除去の間に生じるように、可変
幅の面積を呈する、システム。
Ｄ７．システムであって、
対向する区画の両側への対向する力の印加によって分離され得る、対向する区画を伴う、
Ｄ３に記載の包装素子と、
対象物に添着された除去可能保護被覆であって、添着された対象物および除去可能被覆は
、包装素子内に含有される、Ｄ１およびＤ２に記載の除去可能保護被覆と、
包装素子の区画内の内部空間幅は、包装素子に印加されるにつれた開放力に対する抵抗増
加が、包装素子および含有される保護被覆の保護された素子からの除去の間に生じるよう
に、可変規模の面積を呈する、システム。
Ｄ８．システムであって、
対向する区画の両側への対向する力の印加によって分離され得るような対向する区画を伴
い、包装素子内の内側辺縁間の幅が、非均一である、Ｄ３に記載の包装素子と、
非均一幅または断面積である、包装素子内に封入される、対象物と、
を備え、該包装素子の対向する区画が、開放力によって分離されるにつれて、包装除去の
抵抗増加は、該封入された対象物のより広い区画および包装システム内のより狭い内側の
圧縮によって生成されるように構築される、システム。
保護包装素子の除去に対する抵抗の変化が、除去される除去可能被覆の量が、抵抗増加点
で制限されるように、システムの構成を補助する、Ｄ４、Ｄ５、Ｄ６、Ｄ７、および／ま
たはＤ８に記載のシステム。
保護包装素子の除去に対する抵抗の変化が、貼付、展開、有効化、または利用のために、
含有される対象物の安定化、有効化、準備、および配向を補助する、Ｄ４、Ｄ５、Ｄ６、
Ｄ７、および／またはＤ８に記載のシステム。
保護包装素子の除去の間の抵抗変化が、含有される対象物への分散力または歪曲力の伝達
を可能にする、Ｄ４、Ｄ５、Ｄ６、Ｄ７、および／またはＤ８に記載のシステム。
包装素子の部分的除去後、印加された開放力の増加が、開放力の抵抗増加を克服し、包装
素子の残部を保護された素子から除去する、Ｄ４、Ｄ５、Ｄ６、Ｄ７、および／またはＤ
８に記載のシステム。
包装素子の部分的除去後、印加された開放力の増加が、開放力の抵抗増加を克服し、包装
素子および除去可能被覆の残部を保護された素子から除去する、Ｄ４、Ｄ５、Ｄ６、Ｄ７
、および／またはＤ８に記載のシステム。
包装素子および取着された除去可能被覆の部分的除去後、包装素子および除去可能被覆の
残部が、包装素子または除去可能被覆上の二次点への開放力の印加によって、保護された
素子から除去される、Ｄ４、Ｄ５、Ｄ６、Ｄ７、および／またはＤ８に記載のシステム。
開口部抵抗増加点まで、包装素子の部分的除去後、包装素子の残部が、包装素子上の二次
点への開放力の印加によって、保護された素子から除去され得る、Ｄ７および／またはＤ
８に記載のシステム。
開放力の印加が、包装システムの区分上の該設計要素を分離させ、システムの外観変化を
もたらすように、図、文字、ロゴ、単語、または他の特徴等の設計要素が、包装素子の表
面上に可視となる、Ｄ４、Ｄ５、Ｄ６、Ｄ７、および／またはＤ８に記載のシステム。
図、文字、ロゴ、単語、または他の特徴等の設計要素が、包装素子の表面上で可視となり
、
図、文字、ロゴ、単語、または他の特徴等の設計要素が、含有される保護された素子の表
面上に存在し、
含有される保護された素子の表面上に存在する、該設計要素は、該保護された素子が、開
放されていない包装素子内に残っている間、不可視であって、
開放力の印加は、包装素子の区分上の該設計要素を分離させ、同時に、該保護された素子
上の設計要素を露出させる、Ｄ４、Ｄ５、Ｄ６、Ｄ７、および／またはＤ８に記載のシス
テム。
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